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公益目的事業１  
（ グッ ド デザイ ン 賞に関する 応募、 審査、 受賞対象の発表、 表彰に係る事業）  

1 . グッ ド デザイ ン賞事業 
2 0 2 5 年度グッ ド デザイ ン賞は、 昨年度に引き 続き 審査委員長に齋藤精一氏、 審査

副委員長に倉本仁氏、 永山祐子氏を迎えた。 2 0 2 4 年度のフ ォ ーカ ス・ イ シュ ーか

ら 導き 出さ れた2 0 2 5 年度のテ ーマと し て「 はじ めの一歩から  ひろ がる デザイ

ン 」 が示さ れた。 一人の人のぶれない強い意志が、 最初は小さ な一歩でも 、 やが

て周囲を 巻き 込んで所属する 企業・ 組織全体や行政までも 動かし て、 社会を 変え

る よ う な大き な動き に繋がっ て、 数々の優れたデザイ ン が生まれる よ う になっ て

いる 。 一人のデザイナーが最初の意志を 貫いて、 最終的なデザイ ン までに落と し

込むには、 様々な困難を 伴う こ と が予想さ れる が、 そこ を 諦めずに頑張っ てほし

い、 と いう 応援メ ッ セージと し て示し 、 審査に臨んだ。  

①応募と 受賞 

2 0 2 5 年度グッ ド デザイ ン 賞は4 月1 日に応募受付を 開始し た。 応募期間中

は、 グッ ド デザイ ン 賞の理念や応募方法を 解説する 説明会や個別相談会を

オン ラ イ ンで実施し たほか、 国内1 2 箇所で説明会を実施し た。 また、 審査

の視点を 審査委員自ら が解説する セミ ナーを計4 回開催し た。 なお、 2 0 2 4

年1 月に発生し た能登半島地震から の復興を 支援する 目的で、 石川県から

の応募については、 審査費用などを 免除する 特例措置を 昨年度に引き 続き

設けた。 応募総数5 ,2 2 5 件のデザイ ン に対し て審査を 行い、 1 0 月1 5 日に

1 ,6 1 9 件の受賞およ びベスト 1 0 0 なら びに大賞、 経済産業大臣賞、 金賞、

グッ ド フ ォ ーカ ス賞の特別賞を発表し た。  

また、 2 0 2 5 年日本国際博覧会に関連し た受賞対象の中から 、 特に優れた1

件を「 未来社会デザイ ン特別賞」 と し て選出し 発表し た。  

審査対象数： 5 ,2 2 5件 

受賞数： 1 ,6 1 9件 

受賞企業数： 1 ,1 4 2社 

特別賞の内訳 

グッ ド デザイ ン大賞（ 内閣総理大臣賞） ： 1件 

グッ ド デザイ ン金賞（ 経済産業大臣賞） ： ３ 件 

グッ ド デザイ ン金賞（ 日本デザイ ン振興会会長賞） 16件 

グッ ド フ ォ ーカ ス賞［ 新ビジネスデザイ ン］ ： 3件 

（ 経済産業省 大臣官房 商務・ サービス審議官賞) 

同［ 技術・ 伝承デザイ ン］ ： 3件（ 中小企業庁長官賞) 

同［ 地域社会デザイ ン］ ： 3件（ 日本商工会議所会頭賞）  

同［ 防災・ 復興デザイ ン］ ： 3件（ 日本デザイ ン振興会会長賞）  

未来社会デザイ ン特別賞： 1件（ 日本デザイ ン振興会会長賞）  

②審査体制 

多様な応募対象を適切に審査するため、 マネジメ ント レベルのイ ンハウス

デザイ ナー2 名を 含む国内外の様々な領域の専門家を 迎え、 総勢9 4 名の

審査委員会と なっ た。 また、 イ ン テリ アデザイ ン の重要性の明確化と 産

業の活性化を 図る ため、 新たに「 イ ン テリ ア空間」 のカ テゴリ ーを 新設

し た。 応募情報に基づいた一次審査、 現物も し く は代替物に基づいた二

次審査、 および特別賞候補と しての「 グッ ド デザイン・ ベスト 100」 選考、

特別賞審査の最終プロ セスと し て、 「 ベスト 1 0 0 プレ ゼン テーショ ン 審

査」 および特別賞審査会を実施し た。  

事-P.1

グッ ド デザイ ン 賞二次審査会場（ 幕張メ ッ セ）

グッ ド デザイ ン 賞二次審査会



③フ ォ ーカ ス・ イ シュ ー 

フ ォ ーカ ス・ イ シュ ーは、 グッ ド デザイ ン 賞受賞対象の中から 、 今

後の社会における デザイ ン の役割と 可能性を 見出す取り 組みであ

る。 2 0 2 5 年度は、 昨年度に引き 続き 正副委員長3 名が自ら ディ レク

タ ーと なり 、 外部から 文化人類学者、 経営者、 メ ディ ア編集者を リ

サーチャ ーと し て招き 、 計6 名が応募作品を 横断的に見て、 デザイ

ンの役割と 可能性について思索を 重ねた。 最終的にこ れから の社会

に求めら れる 具体的な 行動を 提案する 6 つの「 提言」 と し て ま と

め、 公開し た。 また、 2 0 2 6 年3 月2 日に半日にわたる ト ーク イベン

ト を開催。 5 つのメ ディ ア／デザイ ンイベント と のコ ラ ボレーショ ン

によ り 、 イ シュ ーディ レ ク タ ー/リ サーチャ ー、 登壇者、 外部モデ

レータ ーの3 者ト ーク を計6 セッ ショ ン実施。 フ ォ ーカ ス・ イ シュ ー

の読者層と 親和性の高い外部プレ イヤーと 連携する こ と で、 情報の

拡散および新たな接点の創出を図っ た。  

■2 0 2 5 年度フ ォ ーカ ス・ イ シュ ー・ ディ レ ク タ ー 

齋藤精一（ 2 0 2 5 年度グッ ド デザイ ン賞審査委員長）  

倉本仁（ 2 0 2 5 年度グッ ド デザイ ン賞審査副委員長）  

永山祐子（ 2 0 2 5 年度グッ ド デザイ ン賞審査副委員長）  

■2 0 2 5 年度フ ォ ーカ ス・ イ シュ ー・ リ サーチャ ー 

太田直樹（ 共創パート ナー・ 経営者）  

中村寛（ 文化人類学者・ デザイ ン人類学者）  

林亜季（ 編集者・ 記者・ 経営者）  

④グッ ド デザイ ン・ ベスト 1 0 0  

グッ ド デザイ ン 賞受賞対象の中で、 2 0 のカ テゴリ ーにおいてそれぞ

れ特に高い評価を 得た5 件を 「 グッ ド デザイ ン ・ ベスト 1 0 0 」 と し

て選出し た。 こ れら は今後の各分野を 先導する 起点と なり う るデザ

イ ンに位置づけら れるも のである。 さ ら に各カ テゴリ ー最上位の2 0

件をグッ ド デザイ ン金賞と し て選出し た。  

⑤グッ ド デザイ ン大賞 

グッ ド デザイ ン 大賞は、 各カ テゴリ ーの最上位である 金賞2 0 件の中

から 1 件が選ばれ、 テーマ性・ 時代性・ 社会性などの面でその年度

のシン ボルと なるデザイ ン と し て位置付けら れる 。 特別賞審査会に

おける 合議・ 投票の結果、 坂茂建築設計株式会社の「 DLT木造仮設

住宅」 に決定し 、 1 0 月1 5 日に発表し た。  

 

⑥みんなの選んだグッ ド デザイ ン 

受賞展会場において一般来場者のデザイ ン への関心を 高める 機会を

提供する ため、 投票イベン ト と し て「 みんなの選んだグッ ド デザイ

ン」 を実施し た。 金賞2 0 件を対象に受賞展来場者の投票によっ て株

式会社豊島屋の「 鳩サブレー 1 枚入缶」 が選出さ れた。  

⑦GOOD DESIGN EXH IBITION 2 0 2 5  

受賞プロ モーショ ン のメ イ ン 企画と し て、 2 0 2 5 年度グッ ド デザイ

ン 賞受賞デザイ ン 全件展示、 「 グッ ド デザイ ン ・ ベスト 1 0 0 」 特別

展示、 審査委員による 「 私の選んだ一品」 展示、 ロ ン グラ イ フ デザ

イ ン 賞受賞展示、 「 G O O D D E S IG N  S T O R E T O K YO b y 

NOHARA」 のポッ プアッ プショ ッ プ出店、 タ イ のデザイ ン賞の特別

事-P.2

ベスト 1 0 0 選考会

フ ォ ーカ ス・ イ シュ ー・ レ ポート

みんなの選んだグッ ド デザイ ン「 鳩サブレー 1枚入缶セッ ト 」

大賞「 DLT木造仮設住宅」



展示、 審査委員や受賞者による ト ーク イベン ト などを 実施し た。 っ

さ ら に「 みんなの選んだグッ ド デザイ ン 」 投票ブースを 設け、 投票

を 受け付けた他、 展示会場各所にはスタ ン プ台を 設け、 楽し みなが

ら 展示を回遊でき る「 スタ ンプラ リ ー」 も 実施し た。  

会期： 1 1 月1 日～5 日 

会場： 東京ミ ッ ド タ ウン各所 

総来場者数： 3 4 ,8 5 9 人 

会場デザイ ン： オンデザイ ン 

グラ フ ィ ッ ク ： 菊地 敦己 

⑧受賞祝賀会 

東京都江東区の東京ガーデン シアタ ーに受賞者およ び審査委員を 招

き 受賞祝賀会を 実施し た。 グッ ド デザイ ン 大賞ほか特別賞各賞の表

彰、 およ び「 みんな の選んだグッ ド デザイ ン 」 の発表な ど を 行っ

た。  

会期： 1 1 月4 日 

会場： 東京ガーデンシアタ ー（ 江東区有明）  

参加者： 2 ,3 0 0 名 

 

⑨私の選んだ一品 2 0 2 5 展 

2 0 2 5 年度の受賞デザイ ンから 、 全審査委員（ ロングラ イ フ デザイ ン

賞審査委員含む） が選んだお気に入り の「 一品」 8 1 点と メ ッ セージ

を 、 「 と き めき 」 「 おどろ き ・ 気づき 」 「 わく わく 」 を テーマと す

る 3 期に分けて紹介。 展示と 共に一品や個人的な関心を テーマにし

たト ーク イベント も 1 4 回実施し た。  

会期：  第１ 期 1 0 月1 5 日～2 7 日 

 第２ 期 1 0 月2 9 日～1 1 月9 日 

 第３ 期 1 1 月1 1 日～2 3 日 

会場： GOOD DESIGN M arunouch i 

 

⑩受賞年鑑出版 

2 02 5 年度受賞年鑑『 GOOD DESIGN AW ARD 20 2 5』 を、 2 0 2 6 年

4 月に発刊し た。 本年度よ り 受賞年鑑は「 グッ ド デザイ ン ・ ベスト

1 0 0 」 「 グッ ド デザイ ン ・ ロ ン グラ イ フ デザイ ン 賞」 「 グッ ド デザ

イ ン ・ ニュ ーホープ 賞」 「 フ ォ ーカ ス ・ イ シ ュ ー」 を 特にフ ィ ー

チャ ーし た薄版冊子「 GOOD DESIGN  AW ARD 2 0 2 5  Specia l 

A w a rd s an d  Best 1 0 0 」 と 受賞対象全件を 掲載し た厚版冊子

「 GOOD DESIGN AW ARD 2 0 2 5 」 の２ 冊セッ ト の形式に全面リ

ニュ ーアルし た。 薄版冊子は単独で書店でも 販売し 、 グッ ド デザイ

ン 賞のハイ ラ イ ト 部分を 、 手軽に親し むこ と ができ る よ う にする こ

と を目指し た。  

 

事-P.3

受賞年鑑『 GOOD DESIGN AW ARD 2 0 2 5』

GOOD DESIGN  EXH IBITION  2 0 2 5 会場風景

受賞祝賀会ステージ（ 東京ガーデン シアタ ー）

私の選んだ一品展（ GOOD DESIGN  M arunouch i）



＜資料＞グッ ド デザイ ン大賞・ 金賞・ 特別賞 

グッ ド デザイ ン大賞（ 内閣総理大臣賞）  

・ DLT木造仮設住宅／坂茂建築設計＋株式会社家元＋株式会社長谷川萬治商店 

グッ ド デザイ ン金賞（ 経済産業大臣賞）  

・ レンズ交換式ミ ラ ーレスカ メ ラ 　 Sig m a BF／株式会社シグマ 

・ ナト リ ウムイ オンモバイルバッ テリ ー／エレコ ム株式会社 

・ 重粒子線治療装置 CI-1 0 0 0 ／株式会社東芝＋東芝エネルギーシステムズ株式会社 

グッ ド デザイ ン金賞（ 日本デザイ ン振興会会長賞）  

・ ハンカ チーフ 　 ク ラ シク ス・ ザ・ スモールラ グジュ アリ ／ブルーミ ング中西株式会社 

・ 歩行器（ 歩行車） 　 バイエーカ ー　 カ ーボン・ ウルト ラ ラ イ ト ／バイエーカ ー・ エーピーエス 

・ 防振双眼鏡　 STABILIZED 1 0 x2 5  S / 1 2 x2 5  S／株式会社ニコ ンビジョ ン 

・ 減塩サポート 食器　 エレキソ ルト  スプーン、  エレキソルト  カ ッ プ／キリ ンホールディ ングス株式会社 

・ コ ード レス掃除機　 Dyson PencilVac Fluff ycones™ ／ダイ ソ ン株式会社 

・ 透水コ ンク リ ート 型枠パネル　 ド ッ ト コ ンプラス／PUM PM AN株式会社 

・ 縦スタ ンド 型送水口（ Ｆ 型） 認定番号　 FDC-0 1 1 号／株式会社立売堀製作所 

・ 電気自動車　 AIM  EVM ／エイム株式会社 

・ 街区再開発による複合住宅群　 ニシイケバレイ ／株式会社須藤剛建築設計事務所 

・ Ginza Sony Park  Pro ject （ 銀座ソ ニーパーク プロジェ ク ト ） ／ソ ニー企業株式会社＋ソ ニーグループ株式会社 

・ 水都・ 三島を再生　 都市と 農村を結ぶ水の道／特定非営利活動法人グラ ウンド ワーク 三島 

・ 玉川髙島屋S・ C 西館スト リ ート /フ ード コ ート 「 P.」 ／株式会社DDAA＋東神開発株式会社 

・ 鳩サブレー 1 枚入缶　 鳩サブレー 1 枚入缶セッ ト ／株式会社豊島屋 

・ W ebサービス　 レポサク ／エゾウィ ン株式会社 

・ 活動　 牧場を通し た地域共育型デザイ ン／砂谷株式会社 

・ 新し い公園づく り 　 千代田区公園基本方針2 0 2 5 ＋公園リ ニュ ーアル／千代田区＋国際航業株式会社ほか 

グッ ド フ ォ ーカ ス賞［ 新ビジネスデザイ ン］ （ 経済産業省大臣官房商務・ サービス審議官賞）  

・ 離島振興活動　 し まあめラ ボ／福井工業大学 

・ Next Artisan , a  new  way to  p reserve trad itional rush weaving  art／Taiwan Yuan-Li Hand iwork  Association 

・ The M isanthrope Society　 The M isanth rope Society／UNM E DESIGN  CO., LTD. 

グッ ド フ ォ ーカ ス賞［ 技術・ 伝承デザイ ン］ （ 中小企業庁長官賞）  
・ セータ ー　 TH IS IS A SW EATER.／米富繊維株式会社 

・ 食器　 精成舎　 う づら シリ ーズ／株式会社2 2 4  

・ かすがい　 プレート かすがい／株式会社タ ナカ  

グッ ド フ ォ ーカ ス賞［ 地域社会デザイ ン］ （ 日本商工会議所会頭賞）  
・ 大日止昴小水力発電所／株式会社リ バー・ ヴィ レッ ジ＋株式会社Takeb ayash i Land scap e Arch itects 

・ グラ ングリ ーン大阪（ う めき た公園サウスパーク 等先行開業区域） ／三菱地所株式会社ほか 

・ 水仙産地の風景を未来につなぐ プロジェ ク ト 　 ノ カ テ／合同会社ノ カ テ 

グッ ド フ ォ ーカ ス賞［ 防災・ 復興デザイ ン］ （ 日本デザイ ン振興会会長賞）  
・ 消火器　 OF1  LIQU ID／ヤマト プロテッ ク 株式会社 

・ 地域密着型特別養護老人ホーム、 保育所等　 六郷キャ ンパス／ラ イ フ の学校＋ト ミ ト アーキテク チャ ほか 

・ 学校断熱ワーク ショ ッ プ／株式会社エネルギーまちづく り 社＋東京大学工学系研究科建築学専攻ほか 

未来社会デザイ ン特別賞（ 日本デザイ ン振興会会長賞）  
・ 木造建築物　 大屋根リ ング／公益社団法人2 0 2 5 年日本国際博覧会協会＋藤本壮介建築設計事務所ほか 

事-P.4



＜資料＞正副審査委員長メ ッ セージ 

はじ めの一歩から  ひろがるデザイ ン 
デザイ ンは、 一体どこ から 始まるのか？ 

生み出さ れたデザイ ンは、  

誰によっ て育まれどのよう に社会に出ていく のか？ 

今年度のグッ ド デザイ ン賞では、 それをも っ と 知り たいと 思う 。  

私はかねて よ り 、 プ ロ ダク ト デザイ ン のよ う な 「 モ ノ のデザイ ン 」 と

ソ ーシャ ルデザイ ン のよ う な「 コ ト のデザイ ン 」 を 分けて考える こ と は

でき ず、 モノ のデザイ ン の裏側には物語＝コ ト のデザイ ン があり 、 コ ト の

デザイ ン のアウト プッ ト にはたく さ んのモノ のデザイ ンが存在する と 言い続けています。 そし て、 過去1 0 年間グッ ド デ

ザイ ン賞の審査に携わるなかで、 こ れはあら ゆるデザイ ンに対し て言えるこ と だと 確信し ています。 こ のこ と をあら ため

て2 0 2 5 年度グッ ド デザイ ン賞のメ ッ セージに掲げら れるのは、 二元論的に語ら れてき たモノ と コ ト のデザイ ンが、 今よ

う やく 融合し て考えら れるよう になっ てき ているから だと 強く 感じ ています。  

本年度のテーマである「 はじ めの一歩から  ひろ がるデザイ ン」 は、 昨年度のフ ォ ーカ ス・ イ シュ ーの議論から 導き 出さ

れまし た。 2 0 2 3 年度は「 アウト カ ムがある デザイ ン 」 、 2 0 2 4 年度は「 勇気と 有機のあるデザイ ン 」 を テーマに掲げ、

私たちは今後どち ら の方向に進むべき か、 そのためにはど のよ う なプロ セスが必要なのかを 考え、 今ある べき デザイ ン

を探し てきまし た。  

過去の膨大な受賞デザイ ン から 見えてき たのは、 すべてのデザイ ン の源流と も いえる 、 創り 出す人の想いの重要性と 、

それを実現まで推し 進める力を持っ たプロ セスの強度でし た。 さ まざまな既存のシステムが飽和状態に達し 、 こ れまで

の方程式を疑う 必要がある今だから こ そ、 新たな視点を 持っ て、 本当に必要と さ れる 美し く し なやかなデザイ ンを 生み

出すこ と が、 すべての分野で期待さ れている と 感じ ます。 言い方を 変えれば「 デザイ ン が時代を 追いかける 時代（ マー

ケティ ン グ重視の時代） 」 から 、 「 ”よ り 良いも のを 創り 出すデザイ ン と いう 行為”が社会を 牽引する 時代」 に確実に踏

み出し たと 考えら れます。  

「 はじ めの一歩から 」 は、 そんな新たな視点を 実装する ”熱量を 持っ た個”が社会と の接点で見出す行為を 肯定する こ と

を意味し 、 「 ひろ がる デザイ ン 」 はそれを企業や団体の中で尊重し 、 それぞれの能力を 持ち 寄っ て創り 上げる 力を意味

し ています。  

応募の際には、 最終成果物と し てのデザイ ンだけではなく 、 ぜひその成果物が生まれた経緯やプロセスに含まれるデザ

イ ン も 表現し ていただける と 幸いです。 本年度も たく さ んのデザイ ン にお会いでき る こ と を 審査委員一同楽し みにし て

います。  
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齋藤精一 審査委員長



意思を耕す 
今年も グッ ド デザイ ン賞が始まり ます。 私は常々、 デザイ ンは人と 事物、 そし て

周辺環境と のより 良い調和を見つける行為であると 考えています。 そし てその調

和の姿は社会背景や技術革新を反映し ながら 常に変化し 続けています。 グッ ド デ

ザイン賞も 多様な世相を反映し て変容し ながら 、 時代の価値観を映し 出し 、 その

瞬間の「 Good 」 を表してきた運動と いえるでし ょ う 。  

新たな未来を思い描く こ と は作り 手の大きな喜びであると と も に、 膨大なエネル

ギーを必要と する大仕事です。 画期的な研究やアイ デアを製品・ サービスと し て

具現化し 、 社会に浸透し て活用さ れる よう な事物の多く は企業や組織の優れた

チームワーク によっ て成さ れていますが、 元をたどると 誰か個人の想い、 「 はじ

めの一歩」 から 展開さ れているのだと 、 あら ためて思う のです。 声を上げる個人

の勇気と 強い意思でアイ デアが提起さ れ、 それを受け止める形で企業や組織が有機

的に協力し 、 社会に実装さ れる大き なう ねり へと 発展さ せる。 審査にあたっては、 そう し た個人の意思の尊さ を積極的に読み解き、 ま

たそれを組織がどのよう に展開し て世の中に表明し たのかにも 注目し たいと 思います。  

「 意思」 の視点・ 視野・ 視角も 重要であり 、 作者や企業の理念がどのよう に耕さ れ、 応募プロジェ ク ト の発意に至っ たのかにも 興味が

あり ます。 応募さ れる皆さ んの熱意に応えるため、 より 深く 作り 手の「 意思」 を理解するために、 審査方法も 試行錯誤を繰り 返し 、 社

会と デザイ ンの関係性の変化に合わせて更新を行っています。 グッ ド デザイ ン賞と いう 運動が時代の価値観を測る「 も のさ し 」 になれ

るこ と を願い、 今年も 皆様のすばら し いデザインに出会えるこ と を楽し みにし ています。  

 

その一歩をチャンスに 
過去2 年のメ ッ セージでは、 「 デザイ ン の力」 （ 2 0 2 3 ） 、 「 デザイ ン の力の向

かう 先」 （ 2 0 2 4 ） と 題し 、 特にその年度にグッ ド デザイ ン賞を 通し て考えを 深

めてみたいと 思っ たこ と を書きまし た。 そし て、 実際にデザイ ンの力が社会に与

える影響を見つめてきまし た。 今年度のグッ ド デザイ ン賞のテーマは「 はじ めの

一歩から  ひろがるデザイ ン」 。 デザイ ンがはじ まる原点から 、 どのよう な力を

得て広がっ ていっ たかを見たいと いう 思いが込めら れています。  

昨年度のフ ォ ーカ ス・ イ シュ ーで、 私は「 巻き 込み力」 と 「 巻き込まれ力」 と い

う 言葉で、 原点を作り 出す人、 それぞれのスキルでそこ から 実現に向けて力強く

推進し ていく 人の役割について表し まし た。 どのプロジェ ク ト も 、 こ の両方の力

があっ たから こそ実現し ているのですが、 まさ に昨年度の受賞作品にはそのよう

な好事例が多く 見受けら れまし た。  

1 97 0 年の大阪万博から 5 5 年経っ た今年、 2 度目の大阪・ 関西万博が開催さ れます。 前回の万博は「 奇跡の万博」 と 言われており 、 若

い建築家、 アーティ スト 、 ク リ エイタ ーが多く 参加し 、 来たる明るい未来に向けた想いを形にし 、 多く の来場者がそれに共感し まし た。

こ の度の万博はその時と は少し 様子が異なり 、 開催前から 今の時代においての意義が問われています。 し かし 、 日本は開催国と し て名

乗り を挙げ、 選ばれ、 「 はじ めの一歩」 を踏み出し まし た。 その一歩を無駄にし ないために、 私を含め関係者はみな、 全力を尽く して

います。 こ の一歩に意義を与え、 チャンスにするかは巻き込まれた私たちにかかっているのだと いえます。  

グッ ド デザイ ン賞は誰かが諦めなかっ たも のだけが並ぶ賞です。 そし て、 そのプロセスの共有は次にアク ショ ンを起こそう と し ている

人たちの背中を押し ます。 ぜひ自ら のデザイ ンの過程やスト ーリ ーを多く の人と 共有し 、 次なる力を生み出すために、 今年度も たく さ

んの方に応募をし てほし いと 考えています。 いずれにし ても 多く の労力をかけなければ正し き 道を見つけら れず、 そこ から また沢山の

労力をかけてデザイ ンをし 、 やっ と ゴールを目指すし かあり ません。 1人では限界はそこ までですが、 多く の人のト ラ イ ＆エラ ーが共

有さ れればも っ と 早く そし て遠く にゴールを設定するこ と ができるはず。 それがこ の賞の意義だと 考えています。  

皆でアイデアを寄せ合い、 そのプロセスを共有し 、 他の誰かのヒ ント になる--今年のグッ ド デザイ ン賞がそう し た場になるこ と を願っ

ています。 「 勇気と 有機のあるデザイ ン」 をテーマに、 デザイ ンプロセスの中で、 どのよう に困難に立ち向かい有機的に勇気を持っ て

乗り 越えたのか、 ぜひ応募作を通じ て共有し ていただければと 思います。  

2 0 2 5 年4 月1 日 
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倉本 仁 審査副委員長

永山祐子 審査副委員長



＜資料＞審査委員会 

審査委員長　    齋藤 精一（ ク リ エイ ティ ブディ レ ク タ ー ） 　  

審査副委員長　 倉本 仁　 (プロ ダク ト デザイ ナー)／永山 祐子　 (建築家) 

　 ●＝ユニッ ト リ ーダー 

事-P.7

ユニッ ト 1 ： 身につける も の 

●本多 沙映　 デザイナー、 アーティ スト  

　 安東 陽子　 テキスタ イルデザイナー／コーディ ネータ ー 

　 濱田 芳治　 プロダク ト デザイナー 

　 本田 敬　 プロダク ト デザイナー 

ユニッ ト 4 ： 生活用品 

●石橋 忠人　 プロダク ト デザイナー 

　 北川 大輔　 プロダク ト デザイナー 

　 Jian  Zhang 　 マーケッ ト ・ リ サーチ・ アナリ スト  

　 辰野 し ずか　 クリ エイティ ブディ レクタ ー／デザイナー 

　 安西 葉子　 デザイナー 

ユニッ ト 7 ： 情報機器 

●宮沢 哲　 プロダクト デザイナー/デザインディ レクタ ー 

　 緒方 壽人　 デザイ ンエンジニア 

　 玉井 美由紀　 CM Fデザイナー 

　 Baonan  Du　 プロダク ト デザイナー 

　 安井 重哉　 UIデザイ ン研究者 

ユニッ ト 1 0 ： 家具・ オフ ィ ス／公共　 機器設備 

●田渕 智也　 デザイナー 

　 Edward  Barb er　 イ ンダスト リ アルデザイナー 

　 小林 マナ　 イ ンテリ アデザイナー 

　 田子 學　 アート ディ レク タ ー／デザイナー 

ユニッ ト 1 3 ： 建築（ 中～大規模集合・ 共同住宅）  

●栃澤 麻利　 建築家 

　 千葉 学　 建築家 

　 仲 俊治　 建築家 

　 羽鳥 達也　 建築家 

ユニッ ト 1 6 ： イ ン テリ ア空間 

●五十嵐 久枝　 イ ンテリ アデザイナー 

　 大野 力　 建築家 

　 窪田 茂　 建築家／空間デザイナー 

　 Shu-chang  Kung 　 建築家／イ ンテリ アデザイナー 

　 吉田 愛　 建築家 

ユニッ ト 1 9 ： 地域の取り 組み・ 活動 

●内田 友紀　 都市デザイナー 

　 岩瀬 諒子　 建築家 

　 木住野 彰悟　 アート ディ レクター／グラフィ ッ クデザイナー 

　 新山 直広　 ク リ エイ ティ ブディ レク タ ー 

　 Li-Ch in Kuo　 キュ レータ ー／コ ミ ュニティ ・ プラ ンナー

ユニッ ト 2 ： パーソ ナルケア用品 

●鈴木 元　 プロダク ト デザイナー 

　 秋山 かおり 　 プロダク ト デザイナー 

　 石川 慶文　 デザイ ンディ レク タ ー 

　 鈴木 啓太　 プロダク ト デザイナー 

ユニッ ト 5 ： 生活家電／調理家電 

●中坊 壮介　 プロダク ト デザイナー 

　 Shikuan  Chen　 プロダク ト デザイナー 

　 平川 真紀　 プロダク ト デザイナー 

　 松本 博子　 デザイ ンディ レク タ ー 

　 山﨑 宣由　 プロダクト デザイナー／UXデザイン研究者 

ユニッ ト 8 ： 産業／医療　 機器設備 

●村上 存　 設計工学研究者 

　 石川 善樹　 予防医学研究者 

　 重野 貴　 プロダク ト デザイナー 

　 手槌 り か　 プロダク ト デザイナー 

ユニッ ト 1 1 ： モビ リ ティ  

●根津 孝太　 ク リ エイ ティ ブコ ミ ュニケータ ー 

　 内田 まほろ 　 キュ レータ ー 

　 木村 雅彦　 デザイナー 

　 山本 卓身　 プロダク ト デザイナー 

　 Rud i Bud im an　 イ ンダスト リ アルデザイナー 

ユニッ ト 1 4 ： 建築（ 産業/商業施設）  

●成瀬 友梨　 建築家 

　 五十嵐 太郎　 建築評論家 

　 色部 義昭　 グラ フィ ッ ク デザイナー／アート ディ レク タ ー 

　 丸山 優子　 建築プロジェ ク ト マネジャ ー 

ユニッ ト 1 7 ： メ ディ ア・ コ ン テンツ  

●森内 大輔　 デザイナー 

　 鹿野 護　 デザイナー 

　 佐々木 康晴　 ク リ エイ ティ ブディ レク タ ー 

　 Praseuth  Banchong p hakd y　 コミュニケーション・ デザイナー 

　 宮田 裕美詠　 グラ フ ィ ッ ク デザイナー 

ユニッ ト 2 0 ： 一般向けの取り 組み・ 活動 

●廣田 尚子　 デザイ ンディ レク タ ー 

　 西川 日満里　 建築家 

　 田中 みゆき 　 キュ レータ ー／社会福祉士 

　 ムラ カ ミ  カ イエ　 デザイナー／クリ エイティ ブディ レクター

ユニッ ト 3 ： 文具・ ホビー 

●佐々木 千穂　 エク スペリ エンスデザイナー  

　 Am onthep  Kachanond a　 クリ エイティ ブデザイナー 

　 宇南山 加子　 プロダク ト デザイナー／空間デザイナー 

　 辛島 隆　 プロダク ト デザイナー 

　 山本 和豊　 デザイナー 

ユニッ ト 6 ： 映像／音響機器 

●三宅 一成　 デザイナー 

　 川上 典李子　 ジャ ーナリ スト  

　 Jae-han Jin　 イ ンダスト リ アルデザイナー 

　 清水 久和　 プロダク ト デザイナー 

　 堀田 峰布子　 サーキュ ラ ーエコ ノ ミ ー統括 

ユニッ ト 9 ： 住宅設備 

●寺田 尚樹　 建築家／デザイナー 

　 佐藤 弘喜　 デザイ ン学研究者 

　 松澤 剛　 デザイ ンエディ タ ー 

　 M årten  Claesson　 建築家／プロダク ト デザイナー 

ユニッ ト 1 2 ： 建築（ 戸建て住宅～小規模集合・ 共同住宅）  

●原田 真宏　 建築家／大学教授 

　 伊藤 博之　 建築家 

　 岩月 美穂　 建築家 

　 倉方 俊輔　 建築史家 

ユニッ ト 1 5 ： 建築（ 公共施設） ・ 土木・ 景観 

●伊藤 香織　 都市研究者 

　 川西 康之　 建築家／デザイナー／フ ァ シリ テータ ー 

　 Xiaod i Zheng 　 ラ ンド スケープアーキテク ト  

　 西田 司　 建築家 

　 西村 浩　 建築家／ク リ エイ ティ ブディ レク タ ー 

ユニッ ト 1 8 ： システム・ サービ ス 

●長田 英知　 スト ラ テジスト  

　 左右田 智美　 エク スペリ エンスデザイナー 

　 関 治之　 シビッ ク ハッ カ ー 

　 Hong  Kha i Seng 　  

　 水野 祐　 弁護士



＜資料＞事業実績 

グッ ド デザイ ン賞応募数・ 受賞数の推移　  

国内 都道府県別受賞件数 

海外 国・ 地域別受賞件数 

北海道 1 0 埼玉県 4 1 岐阜県 1 5 島根県 3 佐賀県 6

青森県 2 千葉県 1 5 静岡県 1 7 鳥取県 2 長崎県 3

岩手県 5 東京都 7 2 4 愛知県 5 8 岡山県 5 熊本県 4

宮城県 4 神奈川県 8 2 三重県 5 広島県 1 3 大分県 4

秋田県 2 新潟県 2 1 滋賀県 7 山口県 2 宮崎県 1

山形県 3 富山県 7 京都府 3 0 徳島県 0 鹿児島県 4

福島県 5 石川県 1 2 大阪府 1 6 6 香川県 1 沖縄県 1

茨城県 1 1 福井県 7 兵庫県 3 3 愛媛県 1

栃木県 3 山梨県 5 奈良県 8 高知県 0

群馬県 6 長野県 1 8 和歌山県 4 福岡県 2 2

オースト リ ア 2 中国 191 デンマーク 1

香港 18 インド 4 イ ンド ネシア 8

ラ オス 5 マレーシア 3 オラ ンダ 6

シンガポール 9 韓国 21 台湾 96

タ イ 23 アメ リ カ 合衆国 13 日本 1 ,2 3 0
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0 件

1 ,2 0 0 件

2 ,4 0 0 件

3 ,6 0 0 件

4 ,8 0 0 件

6 ,0 0 0 件

2 0 1 6 年 2 0 1 7 年 2 0 1 8 年 2 0 1 9 年 2 0 2 0 年 2 0 2 1 年 2 0 2 2 年 2 0 2 3 年 2 0 2 4 2 0 2 5

1 ,6 1 91 ,5 7 91 ,5 4 81 ,5 6 01 ,6 0 8
1 ,3 9 51 ,4 2 01 ,3 5 31 ,4 0 3

1 ,2 2 9

5 ,2 2 5

5 ,7 7 3
5 ,4 4 7

5 ,7 1 55 ,8 3 5

4 ,7 6 94 ,7 7 24 ,7 8 9
4 ,4 9 5

4 ,0 8 5

応募数（ 審査対象数） 受賞数



＜資料＞スケジュ ール 

4 月1 日 - 5 月2 2 日      応募受付期間 

6 月4 日 - 6 月3 0 日      一次審査期間 

7 月1 日         一次審査結果通知 

7 月9 日 - 8 月2 5 日      二次審査期間 

8 月6 日 - 8 月8 日        二次審査会、 ベスト 1 0 0 選考会 

8 月2 6 日         二次審査結果通知 

9 月1 9 日         グッ ド デザイ ン・ ベスト 1 0 0  

         プレゼンテーショ ン審査 

         特別賞審査会 

1 0 月1 5 日        受賞発表 

1 0 月1 5 日 - 1 1 月2 3 日「 私の選んだ一品 」 展 

1 1 月1 日 - 5 日           GOOD DESIGN EXH IBITION  2 0 2 5  

1 1 月4 日　 　 　 　 　 　  受賞祝賀会  

2 0 2 6 年4 月        年鑑「 GOOD DESIGN AW ARD  2 0 2 5 」 発刊 
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⑪オウンド メ ディ アによる情報発信 

グッ ド デザイ ン 賞の受賞対象と 受賞者を 紹介し 、 デザイ ン への関心を

高め、 グッ ド デザイ ン 賞のフ ァ ン を 増加さ せる こ と を 主な目的と し な

がら 、 デザイ ン 全般に関する 情報についても 親し みやすい形で提供す

る こ と によ り 、 デザイ ン の普及啓発にも 寄与する こ と を 目的と し て、

各種情報発信活動を展開し ている。  

オウンド メ ディ ア「 .g  Good  Desig n  Jou rna l」 では、 グッ ド デザイ ン

賞の最新情報を随時紹介する「 GOOD DESIGN REPORT」 、 グッ ド

デザイ ン 賞受賞者を 訪ねデザイ ン の裏側について明ら かにする 「 グッ

ド デザイ ン 探訪」 、 デザイ ン の素朴な疑問を やさ し く 解説する 「 デザ

イ ン の？（ ハテ ナ） 」 の4 本の連携を 日英両言語で 掲載し て いる 。

「 Instag ram 」 では、 グッ ド デザイ ン 賞受賞対象を 1 日1 件ずつ紹介す

る 記事を 掲載し 、 フ ォ ロ ワー数は前年度よ り 7 千人強増加し 、 6 万8 千

人を 超え た。 「 Fa ce b o o k 」 も フ ォ ロ ワー数が4 万人強を 数え る ほか、 「 n o te」 （ フ ォ ロ ワー数1 万1 千人強） 、

「 YouTub e」 （ 登録者数9 千人弱） 、 「 グッ ド デザイ ン賞公式メ ールマガジン 」 （ 登録者数1 万7 千人強） でも 継続的な

情報発信を行なっ ている。  

⑫海外に向けた情報発信 

グッ ド デザイ ン 賞やJDPの活動の海外での認知拡大に向け、 JDPウェ ブサイ ト の英語コ ン テン ツ を 安定的にアッ プし て

いる ほか、 Linked inのJDPアカ ウント を新たに作り 、 英語での情報発信を継続し ている。 また、 中国・ 台湾を 中心と し

た現地メ ディ アと の連携による 広報も 継続し た。 中国ではデザイ ン メ ディ ア「 日本設計小駅」 と 連携し 、 応募期から 受

賞発表期まで、 オン ラ イ ン セミ ナーや特集記事等を 通じ て 、 グッ ド デザイ ン 賞の応募情報や受賞対象の価値を 発信し

た。 台湾ではカ ルチャ ー誌「 秋刀魚」 と 協力し 、 特集ページ等による情報発信に加え、 ポッ ド キャ スト 番組の制作を継

続し た。 同番組では、 台湾のイ ン フ ルエン サーや日本のデザイナーをゲスト に迎え、 対談形式で日本のデザイ ンや生活

文化を 紹介し ている 。 2 0 2 5 年度までに5 シーズン、 計4 2 回のエピ ソ ード を 配信し 、 平均ダウン ロ ード 数は約1 .4 7 万回

を超えた。 受賞発表時には、 公式ウェ ブサイ ト 、 SN S、 メ ールニュ ースを 組み合わせて受賞情報を 発信し 、 海外におけ

る受賞認知の拡大を図っ た。  
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JDPウェ ブサイ ト  英語ページ

中国「 日本設計小駅」  

台湾「 秋刀魚」 ポッ ド キャスト



2 . ロングラ イ フ デザイ ン賞事業  
2 0 2 5 年度ロ ン グラ イ フ デザイ ン 賞は1 1 8 件の応募から 1 1 件が受賞し

た。 受賞全社に対し てイ ン タ ビ ュ ーを 行いグッ ド デザイ ン 賞のウェ ブ

サイ ト と 年鑑で記事を 公開し たほか、 事業分野が関係する 複数受賞者

の開発当事者を招いた公開ト ーク イベント を受賞展で開催し た。  

ロングラ イ フ デザイ ン賞審査委員会 

齋藤 精一　 ク リ エイ ティ ブディ レク タ ー 

倉本 仁　    プロダク ト デザイナー 

永山祐子　  建築家 

菊地 優里　  fennicaディ レク タ ー 

黒川 光晴    株式会社虎屋 代表取締役社長 

グッ ド デザイン・ ロングラ イフ デザイン賞（ 日本デザイ ン振興会会長賞）  

・ 多目的ラ イタ ー　 CR-チャ ッ カ マン／株式会社東海 

・ カ ト ラ リ ー　 ク チポール／株式会社日曜社 

・ スチームト ースタ ー　 バルミ ュ ーダ ザ・ ト ースタ ー／バルミ ュ ーダ株式会社 

・ スツール　 エレフ ァ ント  スツール／Vitra株式会社 

・ 電子ピアノ 　 ク ラ ビノ ーバ CLPシリ ーズ／ヤマハ株式会社 

・ 乗用車　 デリ カ シリ ーズ／三菱自動車工業株式会社 

・ 自動火災報知設備・ 発信機　 リ ング型表示灯付発信機／能美防災株式会社 

・ 宅配ロッ カ ー　 フルタ イムロッ カ ー／株式会社フルタ イムシステム 

・ ホームセキュ リ ティ 　 セコ ム ホームセキュ リ ティ ／セコ ム株式会社 

・ モバイルデバイ スによる交通系ICサービス　 モバイルSuica／東日本旅客鉄道株式会社 

・ 屋上緑化工法　 アク アソ イル工法／株式会社イケガミ  

3 . 国際連携事業 
JDPと し ての国際的なプレゼンスの強化と 、 日本デザイ ン の価値を海外に発信する 取

り 組みと し て、 幅広い地域での連携活動を展開し た。  

アジア地域では、 4 月にM alaysia  Desig n Council（ M RM ） および日本アセアンセン

タ ーと の三者間でLOI（ Letter o f In ten t） を締結し 、 マレーシアと のデザイ ン振興分

野における 連携の基盤を整えた。 台湾国際学生デザイ ン コ ンペティ ショ ン（ TISDC）

における JDP賞の贈呈も 継続し ており 、 アジアにおける次世代デザイ ン 人材の育成支

援にも 貢献し た。 1 2 月には台北にてグッ ド デザイ ン 賞の受賞報告会を 開催し 、 多数

の現地デザイ ン関係者の来場のも と 、 グッ ド デザイ ン 賞の価値や受賞作品の魅力を発

信し た。  

欧州では、 9 月のW DO総会に合わせてロンド ンに渡航し 、 Jap an  House Lond on、

Roya l Co lleg e o f  Art、 D& ADなどを訪問し て今後の協力の可能性について意見交換

を行い、 将来的な連携に向けた関係構築を進めた。  

中東では、 1 2 月にU A Eから の招き によ り ア ブダビ を 訪問し 、 N a tio n a l Pr o je c t 

Offi ceに対し てJDPの活動およ びグッ ド デザイ ン 賞に関する プレ ゼン テーショ ン を 実

施。 デザイ ンを通じ た国づく り に取り 組むUAE側と 、 今後の連携の枠組みについて協

議を開始し た。  

また、 2 0 2 5 年度グッ ド デザイ ン 賞では中国・ 台湾・ 韓国から の審査委員に加え、 イ

ギリ スおよ びスウェ ーデン から 各1 名のデザイ ナーを 審査委員と し て招聘し 、 審査に

おける国際的な視点の拡充を図っ た。  

こう し た活動を通じ 、 アジアを基盤と し つつ、 欧州・ 中東にも 広がるデザイン連携ネッ

ト ワーク の一層の拡充を図っ た。  
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ロ ン グラ イ フ デザイ ン 賞受賞展

台湾国際学生デザイ ンコ ンペティ ショ ン

UAE Natio na l Pro ject Offi ce 訪問

ロ ン ド ン Jap an  H ouse 訪問



また、 JDP職員の津村真紀子がW DOの次期理事長（ Presid en t-Elect） に立候補し 、 9 月の総会における 選挙で当選し

た。 2 0 2 7 年9 月に韓国・ ソ ウルで行われる次回の総会において理事長（ Presid ent） に就任する。  

デザイ ン賞連携・ 運営支援 

2 0 2 5 年度のデザイ ン賞連携においては、 タ イ、 イ ンド ネシア、 シン ガポールの各

国審査会に日本人審査委員の派遣を 行い、 各国の審査委員と の対面議論を 通じ て

連携を強化し た。 日本で8 月に開催し たグッ ド デザイ ン賞二次審査会には、 賞連携

委員と し てタ イ ・ イ ン ド ネシア・ シン ガポール・ フ ィ リ ピ ン ・ ラ オスから 審査委

員が来日し 、 国際的な視点での活発な 議論と 交流が行われた。 ま た、 ド イ ツ の

Germ an  Desig n  Councilおよ びタ イ のDITP（ 国際貿易振興局） から 担当者が

グッ ド デザイ ン 賞の審査プロ セスの視察に訪れる など、 海外のデザイ ン 振興機関

から の関心の高まり も みら れた。 2 0 2 5 年度は賞連携各国から 計4 3 件の受賞があ

り 、 受賞展ではタ イ の特設コ ーナーを 設置し 、 優れたデザイ ン の特徴や価値を 来

場者に紹介し た。 こ れら の取り 組みによ り 、 国際的なデザイ ン 賞ネッ ト ワーク の

維持・ 深化に貢献し た。  

 

 

4 . 広報・ 情報提供事業 
日本デザイ ン振興会では、 様々なパート ナーと 連携し 、 場の提供を通し たプロ モーショ ン活動を積極的に行っ ている 。

2 0 1 5 年から 開設し ているGOOD DESIGN  M arunouch iは、 1 0 周年を迎え、 自主および共同、 外部企画による展示会な

どを通じ て様々なステーク ホルダーと と も にデザイ ンが持つ社会的価値を広く 訴求し ている。  

 

GOOD DESIGN M arunouch i 

2 0 2 5 年度8 月に累計来場者数が6 0 万人を 突破、 2 4 年度末より 開催し た公

募企画展「 たーんと 、 学ぼう 。 ごはんのデザイ ン 」 を 皮切り に、 独自企画

展7 本、 外部企画 9 本の合計1 6 企画を開催、 年間7 万人が来場し た。  

また、 三菱地所株式会社の協賛を 得て、 日本の山と 木が抱える 課題を解く

デザイ ン と 技術を プロ モーショ ン する 展覧会「 山と 木と 東京」 は2 年目を

迎え。 丸キュ ーブ（ 丸ビ ル1 F） で3 日間のマルシェ イベン ト を 開催。 東京

ミ ッ ド タ ウン 八重洲を 含む4 会場+ フ ォ ーラ ムを開催し 、 延べ約1 .3 万人を

動員し た。  

グッ ド デザイ ン 賞関連では、 歴代およ び最新の受賞デザイ ン の展示を行っ

たほか、 審査委員が受賞デザイ ンから お気に入り の”一品” を 選び紹介す

る恒例の「 私の選んだ一品」 では、 展示に合わせて1 4 本のト ーク イベン 

ト を実施し た。  

初の展覧会と し て、 日本最大級のク ラ フ ト コ ンペである 「 工芸都市高岡ク ラ フ ト コ ンペティ ショ ン 」 の東京展や、 アズ

ビル株式会社の企業のデザイ ンを伝える展覧会「 見えない計測展」 等を開催し た。  

5 回目と なる展示企画の公募には3 8 企画が応募さ れ、 「 押し 活のデザイ ン展」 を選出し 3 月末から 開催し た。  
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タ イ Desig n  Excellence Award 審査会

Germ an Desig n  Council来日 

イ ン ド ネシアGood  Desig n  In d onesia  審査会

GOOD DESIGN  M arunouch i



自然や文化など、 地域資源に根ざし たデザイ ンに取り 組む全国のク リ エイタ ーを紹介するオンラ イ ンプログラ ム「 山水

郷チャ ン ネル」 は年間1 2 回の配信を 行い、 そのデザイ ン に触れら れる 機会と し て５ 回目と なる 「 山水郷のデザイ ン展」

を開催し た。  

 

2 0 2 5 年度開催のGOOD DESIGN M arunouch i企画展示 

会期 名称 実施主体 入場者数

3/22 - 4/27 たーんと 、 学ぼう 。 ごはんのデザイ ン TBW A HAKUHODO 15,123 

5/1 - 5/31 山と 木と 東京 TOKYO W OOD LIVING 2040 JDP 12,982 

6/7-7/12 かたちと 暮ら す JDP 7,520 

7/19-30,8/20-

30
夏のデザイ ン JDP 4,968 

8/2-8/16
藝大生の考えるGOOD DESIGN/オルタ ナティ

ブG  ～東京藝術大学デザイ ン科成果展～
東京藝術大学デザイ ン科 2,565 

9/4-10/4 山水郷のデザイ ン5 コ モンの再生 JDP 3,813 

10/15-11/23
グッ ド デザイン賞審査委員セレク ショ ン 

わたし の選んだ一品
JDP 13,470 

11/26-12/4  Din ing Chair Exhibition 2025 シン展 多摩美術大学 建築・ 環境デザイ ン学科 1,064 

12/6 - 12/16 グッ ド デザイ ン燕三条 燕三条地場産業振興センタ ー 7,221 

12/18-27 高岡ク ラ フ ト コ ンペ東京展 高岡商工会議所　 商工観光課 397 

10/16-11/27
グッ ド デザイン賞審査委員セレク ショ ン 

わたし の選んだ一品
JDP 9,549 

1/9 -1/20 見えない計測展 アズビル株式会社 5,873 

1/23-2/1
すてるデザイ ン～サステナブルな未来へ向け

た、 布石と 知恵～
多摩美術大学 1,768 

2/4-2/14 大丸有フ ォ ト アーカイ ブ「 まちの魅力」 エコ ッ ツェ リ ア協会 1,155 

2/16-2/25
サステナブル・ ブラ ンド 国際会議2026 東京・ 丸

の内」
株式会社 博展 2,045 

3/2-3/13 PVC Award 2025 展示会・ 東京 塩ビ工業・ 環境協会　 ほか 2,032 

3/15-3/25 日本空間デザイ ン賞2025
日本商環境デザイ ン協会・ 日本空間デザイ ン

協会
1,365 

3/28-4/26 「 推し 活のデザイン展」 推し 活のデザイ ン展実行委員会
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山と 木と 東京展 マルシェ イベン ト 山水郷のデザイ ン 展5  コ モン の再生 見えない計測展 



「 山水郷チャ ンネル」 配信実績（ Youtub e 総視聴回数 1 6 ,1 0 2 回）  

 

5 . 地方自治体等と の連携事業 
港区立産業振興セ ン タ ー と の協力関係のも と 、 イ ベ ン ト

「 D E S IG N  V IS IO N 2 0 2 5  - C o m m u n i c a t i o n  &  

Construction  ‒」 を2 0 2 5 年8 月2 7 日に開催し た。 グッ ド デザ

イ ン 賞受賞4 社のプレゼンテーショ ンと 受賞ベン チャ ーによる

ピッ チを実施。 デザイ ンの力が産業・ 社会の構築と 人・ 企業・

地域を つなぐ コ ミ ュ ニケーショ ン を どのよ う に支える か探求

し 、 デザイ ン を 軸と し た新たな 価値創造を 促進する と と も

に、 同セン タ ーが地域における デザイ ン の結節点の役割を 果

たし 、 デザイ ン を 通じ た産業活性化を 推進する こ と に貢献し

た。  

公益目的事業２  
（ デザイ ン に係る 人材の育成に関する 事業）  

1 . イ ンタ ーナショ ナル・ デザイ ン・ リ エゾンセンタ ー事業 
東京ミ ッ ド タ ウン ・ デザイ ンハブに設けら れたイ ン タ ーナショ ナル・ デザイ ン ・ リ エゾン セン タ ーでは、 デザイ ンハブ

企画展関連セミ ナーのほか、 国内外のデザイ ン 関連機関やデザイ ン 教育機関の事業の推進、 各種のデザイ ン 活動の促

進、 デザイ ン人材育成支援を目的と するセミ ナーやシンポジウム、 ワーク ショ ッ プなどを展開し ている。  

2 0 2 5 年度はリ エゾンセンタ ーの加盟機関にRoyal Co lleg e o f  Artと フィ ンラ ンド センタ ーが加わっ た。 加盟機関関連

企画と し て、 3 年目と なるオースト ラ リ ア・ M onash  Un iversity, Art Desig n  &  Arch itectu reのコ ミ ュニケーショ ンデ

ザイ ン学科による滞在製作が行われた。  

リ エゾン セン タ ーの独自企画と し ては、 デザイナー・ ノ ン デザイナーの区別なく 、 仕事や生活にデザイ ン を 活かすため

の学び合いの場「 JDPイナバデザイ ンスク ールト ーキョ ー」 を 通年で開講。 リ エゾンセンタ ーおよ び都内各地で計2 1 回

の無料のデザイ ン塾を開講し 、 延べ1 6 0 名が参加し た。  

#115 高須賀活良（ アーティ スト ・ アート ディ レ ク タ

ー）

#121 吉田田タ カ シ（ 教育者、 デザイ ナー、 ミ ュ ージシャ ン）

#116
道城牧人ピータ ー（ ナッ ツの伝道師／「 Going 

Nuts!」 オーナー）
#122

2025年をふり かえる ＜山水郷チャ ンネル年末放談＞

#117
上野莉歩（ cafe &  HASH BA わたし の素ペース 店

主／階上町地域おこ し 協力隊)

#123 広本理絵（ アート ディ レ ク タ ー・ デザイ ナー）

#118
阿部正幸（ 株式会社山海畑 代表取締役／東北食べ

る通信 発行人・ 編集長）

#124 安藤里実（ 株式会社まどをひら く 代表／グラ フィ ッ ク デ

ザイ ナー・ アート ディ レ ク タ ー）

#119 多木陽介（ 批評家） #125 原田祐馬 （ 株式会社UM A/design farm代表／デザイ ナ

ー）

#120
高橋真太郎（ 鳥取県立図書館　 支援協力課 課長） #126 福田まや （ 星庭／アート ディ レク タ ー・   グラ フィ ッ ク

デザイ ナー）
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JDPイナバデザイ ンスク ールト ーキョ ー JIDA医・ 工・ デザイ ン 連携研究部会ト ーク イベン 山梨デザイ ン セレ ク ショ ン表彰式

DESIGN  VISION  2 0 2 5  - Com m un ication  &  Construction  -



2 0 2 5 年度開催の主なセミ ナー、 シンポジウム、 ワーク ショ ッ プ 

2 . グッ ド デザイ ン・ ニュ ーホープ賞事業 
ク リ エイタ ーを目指す大学・ 教育機関の学生及び卒業・ 修了後間も ないク リ エイタ ーのデザイ ンの作品・ プロジェ ク ト ・

研究を審査・ 顕彰するこ と により 、 新たなク リ エイ ティ ブ人材の発掘と キャ リ ア蓄積の支援を目的と し た「 グッ ド デザ

イ ン・ ニュ ーホープ賞」 の第4 回を開催し た。 齋藤精一審査委員長、 倉本仁・ 永山祐子審査副委員長の他、 以下の審査委

員を迎え、 審査を行なっ た。  

[物のデザイ ン] 

小西 哲哉（ イ ンダスト リ アルデザイナー）  

田嶋 宏行（ デザイナー　 株式会社ジャ ク エツ）  

廣川 玉枝（ デザイナー）  

渡辺 弘明（ イ ンダスト リ アルデザイナー）  

[場のデザイ ン] 

大島 芳彦（ 建築家・ ク リ エイティ ブディ レク タ ー）  

手塚 由比（ 建築家）  

[情報のデザイ ン] 

小西 利行（ ク リ エイ ティ ブ・ ディ レク タ ー）  

藤田 佳子（ アート ディ レク タ ー、 デザイナー　 株式会社サン・ アド ）  

[仕組みのデザイ ン] 

飯石 藍（ プロジェ ク ト ディ レク タ ー/都市デザイナー/編集者）  

原田 祐馬（ デザイナー）  

2 0 2 5 年3 月～8 月にかけて応募を受け付け、 全国の大学・ 専門学校・ 高専など、 前年比2 2 ％増の1 5 2 の学校から 、 前年

比1 0 % 増加と なる6 6 8 件の応募が寄せら れた。 従来通り 、 関東と 関西から の応募が多く を占めているも のの、 こ れら 以

外の各地域から の応募が増加し た。  

実施日 名称 実施主体

通年 JDPイナバデザイ ンスク ールト ーキョ ー JDP

4/11-1 3  JAGDAデザイ ン会議20 25  Graph ic Desig n  Now 日本グラ フィ ッ ク デザイン協会

4月・ 9月12

月・ 2月

FLAGSH IP DESIGN W ORKSHOP、 Bienséance「 し っ く り く る」 デザ

イ ン－感覚から 新し い価値を生み出すワーク ショ ッ プほか
ダイヤモンド 社

5/23
「 いのち輝く 未来社会のデザイ ン 2025年大阪・ 関西万博から 始まる未

来に向けて」
公益社団法人商業施設技術団体連合会

6月、 10月 Creative-LAB.プログラム他 一般社団法人ASIBA

9/28・ 1 1 /9 Next Eco Desig n 2 0 2 5  エコ デザイ ンワーク ショ ッ プ 日本イ ンダスト リ アルデザイ ン協会

10/31 JAPAN FURNITURE SHOW  b y IFFT 2 0 2 5 一般社団法人日本家具産業振興会

1 1/14
JIDA医・ 工・ デザイ ン連携研究部会ト ーク イベント  「 医療課題と 伝え

るこ と の難し さ 」

公益社団法人日本イ ンダスト リ アルデ

ザイ ン協会　 プロフ ェ ッ ショ ン委員会

医・ 工・ デザイン連携研究部会

11月,1-3月 TCL-多摩美術大学ク リ エイ ティ ブリ ーダーシッ ププログラム 多摩美術大学

12/6-7 障害×デザイ ン｜学びの空間どう 作る？共創シンポジウム 多摩美術大学　 TUB

1月 M onash Desig n Study Tour, Japan「 Tokyo  is a p lanet」 M onash  Un iversity

1 /1 4 山梨デザイ ンセレク ショ ン表彰式 山梨デザイ ンセンタ ー
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カテゴリ ー 応募数 受賞数

物のデザイ ン 278 39

場のデザイ ン 223 30

情報のデザイ ン 69 18

仕組みのデザイン 98 28

合計 668 11 5

2 0 2 5 年度実績



応募の地域ごと の学校数と 増減 

9 月2 6 日の審査会で受賞作品1 1 5 件を選定び、 その中から 各カ テゴリ ーの上位2 作品8 件を「 優秀賞」 と し て選定し た。

1 2 月2 0 日に優秀賞8 組のプレゼンテーショ ン審査を公開で実施し 、 その中から 最優秀賞1 件を決定し た。  

発表後、 受賞祝賀会を開催し 、 受賞者・ 審査委員・ 大学教員・ 企業のデザイ ン部門関係者などで交流の場を設けた。  

受賞者プロモーショ ンの一環と し て、 2 0 2 5 年度グッ ド デザイ ン賞受賞展においても 、 全受賞作品をパネルで紹介し た。  

さ ら に、 2 0 2 6 年1 月～4 月にかけて、 以下の受賞者向けプログラムを開催し た。 受賞者がデザイ ン業界の第一線で活躍

する専門家から 直接学び、 交流できる機会を提供すると と も に、 受賞者同士の交流を深め、 将来のコ ラ ボレーショ ンや

情報交換につながる人的ネッ ト ワーク を構築する場を提供し た。  

2 0 2 5 年度ニュ ーホープ賞 関連イベント  

2 0 2 6 年3 月1 5 日には、 全受賞作品を収録し た受賞作品集を刊行し た。  

また、 2025年度より 、 本賞の持続的発展と 次世代ク リ エイタ ー支援の強化を目的と し た「 企業パート ナー・ プログラム」

をスタ ート し た。 本プログラムは、 企業から 協賛を募り 、 若手ク リ エイタ ーの育成支援および活動基盤の拡充に活用す

るこ と を目的と し ている。 協賛企業に対し ては、 将来有望な若手ク リ エイタ ーと の接点創出および人材発掘の機会の提

供を予定し ており 、 デザイ ン人材育成を通じ て産業界の発展に寄与する相互価値創造のプラ ッ ト フ ォ ーム機能を強化す

るも のと し て位置づけている。  

2 0 2 5 年度企業パート ナー・ プログラム参加企業名一覧 

■パート ナー： 8 社 

株式会社ニコ ン                        シャ ープ株式会社 

セイ コ ーエプソ ン株式会社         株式会社本田技術研究所 

三菱電機株式会社                     ヤマハ株式会社 

株式会社LIX IL                          株式会社リ ク ルート  

2024 2025 増減率

関東 53 63 18.9%

関西 31 28 -9.7%

東海 13 17 30.8%

東北 9 8 -11.1%

甲信越 7 3 -57.1%

中国・ 四国 7 11 57.1%

九州・ 沖縄 6 14 133.3%

北陸 4 3 -25.0%

北海道 3 4 33.3%

総計 133 151 13.5%

日時 件名

2025/11/1 受賞者交流会（ 参加者数 65名）

①2026/2/7 

②2026/3/7
デザイ ン・ ワーク ショ ッ プ　 （ 講師： 原田祐馬氏　 参加者数 11名）

2026/2/12
パート ナー・ セッ ショ ン 　 「 LEGO® SERIOUS PLAY®を活用し たワーク ショ ッ プ」 presented by 

コ ニカ ミ ノ ルタ （ 参加者数 12名）

2026/2/14 フ ォ ローアッ プ・ ゼミ  Vol.1（ 講師： 2025年度審査委員　 参加者数 12名）

2026/2/21 フ ォ ローアッ プ・ ゼミ  Vol.2（ 講師： 2025年度審査委員　 参加者数 5名）

2026/3/28 フ ォ ローアッ プ・ ゼミ  Vol.3（ 講師： 2025年度審査委員　 参加者数 9名）

2026/3/28 デザイ ン・ セミ ナー FabCafe Kyoto（ 講師： 倉本仁氏、 田嶋 宏行氏、 原田 祐馬氏　 参加者数 30名）

2026/4/8 デザイ ン・ セミ ナー（ 講師： 齋藤精一氏　 参加者数 17名）

2026/4/11 「 デザイ ンの現場」 見学会　 IKEBUKURO LIVING LOOP（ 講師： 飯石 藍氏　 参加者数 11名）

事-P.1 6



■プラ チナ・ パート ナー： 5 社　 　 　 　  

コ ニカ ミ ノ ルタ 株式会社             株式会社電通 

パナソ ニッ ク 株式会社                株式会社日立製作所 

富士フ イルム株式会社 

３ . デザイ ンに関する調査研究・ 情報発信事業 

①デザイ ン組織KPI調査 

国立大学法人一橋大学と の間で、 デザイ ン組織に関する調査研究分野で協働連携に係る覚書を締結し 、 2 0 2 5 年1 月に企

業内のデザイ ン部門・ 組織に関する調査研究での連携を開始し た。 こ の「 デザイ ン組織 KPI」 調査では、 社内デザイ ン

部門・ 組織をも つ国内企業を対象に、 同組織の貢献を可視化するこ と で、 企業間で量的に比較検討するための主要指標 

（ Key Perfo rm ance Ind icators: KPI） と し て特定するこ と を目指し ている。  

2 0 2 5 年度の第四次調査には、 国内企業2 2 社が参加し た。 2 0 2 5 年度の調査を含む過去４ 回分の調査結果の詳細な再分

析によっ て、 「 提案力・ 情報提供」 成分の水準が翌年のROEに対し て有意に正の効果を及ぼすこ と が判明し た。  

②デザイ ンに関する意識調査の実施 

2 0 2 5 年1 2 月に「 デザイ ンに関する意識調査」 および「 グッ ド デザイ ン賞認知率調査」 を以下の通り 実施し た。  

調査結果は2 0 2 6 年度上半期中に公開予定である。  

  

[日本国内] 

調査対象： 全国の1 5 ～6 9 歳の男女 

有効回答者数： 2 ,1 0 0 名 

調査方法： イ ンタ ーネッ ト アンケート 調査（ 楽天イ ンサイ ト ）  

  

[海外] 

調査国・ 地域： 韓国、 台湾、 香港、 中国（ 北京、 上海、 深圳） 、 タ イ   

調査対象： 当該地域の2 0 歳以上の男女（ 男女別、 2 0 代・ 3 0 代・ 4 0 代以上、 均等割付）   

有効回答者数： 各国・ 地域3 0 0 名、 中国各都市3 0 0 名 

調査方法： イ ンタ ーネッ ト アンケート 調査（ 楽天イ ンサイ ト ）  
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審査会 最終審査会 表彰式

受賞祝賀会 フ ォ ロ ーアッ プゼミ  デザイ ンの現場見学会 



４ .デザイ ン研究・ デザイ ン振興助成事業 
デザイ ン研究・ デザイ ン振興の助成事業「 デザイ ン助成プログラム」 は、 2 0 2 4 年1 2 月より 開始し た。 同プログラムは、

パーパスの中で 2 0 3 0  年までに実行する目標と し て掲げた「 DESIGN INSTITUTE（ デザイ ンを探求する） 」 を構成す

る事業の一つと し て、 デザイ ン分野の調査研究への助成、 日本国内におけるデザイ ン振興活動への助成を通じ て、 デザ

イ ン分野の研究をリ ード する人材や、 デザイ ンの力を活用し た取り 組みを広げる人材を育成するこ と を目指し ている。  

2 0 2 5 年4 月1 日から 3 月3 1 日まで、 2 0 2 5 年度の助成対象者への助成を行い、 期間中に中間ヒ アリ ングを実施し た。 こ れ

ら は2 0 2 6 年度に成果の報告を行う 。  

また、 2 0 2 6 年度については、 2 0 2 5 年1 1 月1 2 日から 2 0 2 6 年1 月9 日までの期間に公募を行い、 「 デザイ ン研究」 に1 5

件、 「 デザイ ン振興」 に2 1 件の応募があり 、 審査により 、 「 デザイ ン研究」 2 件、 「 デザイ ン振興」 2 件を助成対象と し

て決定し た。 こ れら は2 0 2 6 年度中に研究・ 活動を行い、 2 0 2 7 年度に成果の報告を行う 予定である。  

審査委員 

デザイ ン研究： 鷲田祐一　 一橋大学大学院 経営管理研究科 教授 

デザイ ン振興： 渡邉誠介　 長岡造形大学 造形学部 教授 

  

2 0 2 6 年度デザイ ン助成プログラ ム助成対象一覧 

[デザイ ン研究]  

1 . 日本企業におけるイ ンハウスデザイ ン組織の進化と デザイ ン経営: DeNAを事例と し た全社横断型デザイ ン組織の機能

分析 

研究代表者： 中川 晃（ 芝浦工業大学 デザイ ン工学部 教授）  

共同研究者： 内海 京久（ 高知工科大学 経済・ マネジメ ント 学群 教授）  

2 . プロジェ ク ト みかん ―業務委託組織における文化醸成と 成長基盤の実証研究― 

研究代表者： 清川 英恵（ 株式会社etom o ji 代表取締役）  

  

[デザイ ン振興] 

1 . 秋田県角館樺細工における伝統産業活性化のためのデザイ ン経営の実践的研究 

活動代表者： 安積 伸（ 法政大学 デザイ ン工学部 システムデザイ ン学科 教授）  

2 . 地域デザイ ンリ サーチモデル「  Local Research  Lab  中津川」 による、 地域内古民家や公共施設を活用し たプロト タ

イ プ拠点創出と アク ティ ベーショ ン 

活動団体： 東海旅客鉄道株式会社 

 

５ . デザイ ン体験プログラム普及推進事業 

パーパスの中で2 0 3 0 年までに実行する目標と し て掲げた「 DESIGN PLAYGROUND

（ デザイ ンで遊ぶ） 」 を構成する事業の一つと し て、 幼少期から 1 0 代中盤の成長期に

おける子ども がデザイ ンに触れる機会を創出するため、 2 0 2 4  年度から 新たにデザイ

ン体験プログラ ム普及推進事業を開始し 、 小中学校における総合学習などの教育現場

と 協力し ながら デザイ ンに親し み、 生き る力と し て活用し ても ら う ための取り 組みを

実施し ている。 2 0 2 5  年はそう し た取り 組みのプロト タ イ プと なるこ と も 念頭に、 東

京都三鷹市および埼玉県松伏町の小学校と 連携し 、 企業やデザイナーと 協働で学校で

の授業づく り を行なっ た他、 石川県加賀市教育委員会と 連携し て同委員会の教育ビ

ジョ ンのビジュ アルデザイ ン制作を担っ た。  
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６ . 寄附講座開設事業 

①立教大学院における寄附講座「 デザイ ン経営」 の実施 

立教大学ビジネスデザイ ン研究科「 デザイ ン経営」 M BA講座を2 0 2 5 年6月か

ら 7 月にかけて連続1 4 回開講し た。 経営と 事業の創出にデザイ ンを活かすため

の人材育成を目的に、 グッ ド デザイ ン賞受賞のマネジャ ーやプロジェ ク ト リ ー

ダー・ 企業や行政と の協業実績があるデザイナーによる講義、 企業デザイ ンセ

ンタ ー視察などから なるカ リ キュ ラムを編成し て提供し た。  

 

②宮城大学における寄附講座の実施 

宮城大学事業構想学群価値創造デザイ ン学類の在校生をおも な対象に、 「 ま

ち・ 企業・ ひと が共に進化するための場 ‒Ginza Sony Park  Pro jectのデザイ

ン‒（ グッ ド デザイ ンレク チャ ーvol.8 ） 」 を2 0 2 5 年1 2 月1 8 日に開講。 ソ ニー

企業株式会社代表取締役社長の永野大輔氏を講師に迎えた。  

 

公益目的事業３  
（ 優秀なデザイ ン を 展示・ 提案するこ と によ り 、 生活者に豊かさ と 潤いを 与える 事業）  

1 . 東京ミ ッ ド タ ウン・ デザイ ンハブ事業 
日本デザイ ン振興会、 日本グラ フィ ッ ク デザイ ン協会、 多摩美術大学 TUBの3 機関から 構成さ れるデザイ ン情報の発信

拠点・ 東京ミ ッ ド タ ウン・ デザインハブでは、 外部企画を含むギャ ラ リ ースペースでの企画展示やワーク ショ ッ プの開催、

東京ミ ッ ド タ ウン と の共催によ る「 東京ミ ッ ド タ ウン・ デザイ ン部」 活動、 イ ンタ ーナショ ナル・ デザイ ン ・ リ エゾン

センタ ーを活用し た活動などを複合的に展開し た。  

①デザイ ンハブ企画展示 

2 0 2 5 年度は9 本の企画展と 恒例の夏のキッ ズワーク ショ ッ プを開催。 合計来場者数は約5 8 ,6 8 9 人と なっ た。 デザイ ンハ

ブ構成期間による合同展と し て、 学生たちが大学等の教育機関で今どのよう にデザイ ンを学んでいるかを課題と 作品を通

じ て知る「 ゼミ 展」 を開催。 今年度は海外の教育機関と の共同プロジ ェ ク ト を重点的に取り 上げた。 JDPの自主企画と し

て、 2 023 年に開催し た「 公民館のし あさ っ てはデザイ ンのし あさ っ て!? ~  W ork in  p rog ress」 の第2弾と なる社会教育

と デザイ ンの関係性に焦点を当てた企画「 公民館と Desig nは、 なにを夢みたのか？～雑談がう まれる場所と 、 そのため

のDesig nをめぐ って～」 を開催。 特別展と し て東京イ ラスト レータ ーソ サエティ による作品展を初開催し たほか、 フィ リ

ピン大使館の主催による日比国交正常化7 0周年を記念する展覧会「 フ ィ リ ピンのコ コ ナッ ツ： 生命の樹、 イノ ベーショ ン

の種」 等を開催し た 
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宮城大学の寄付講座

立教大学院の寄付講座

ゼミ 展2 0 2 5  デザイ ン の学び方を 知る 「 公民館と Desig nは、 なにを夢みたのか？」 展



2 02 5 年度開催のデザイ ンハブ 企画展示 

②ワーク ショ ッ プ企画 

東京ミ ッ ド タ ウン ・ デザイ ンハブでは毎夏、 楽し く デザイ ン を 体験でき る子供向けのワーク ショ ッ プ企画「 キッ ズデザ

イ ンワーク ショ ッ プ」 を開催し ている。 2 0 2 5 年度は計1 7 企画を実施、 延べ3 2 2 名が参加し た。  

2 0 2 5 年度実施のキッ ズワーク ショ ッ プ 

会期 名称 実施主体 動員数

3/13-5/6
第113回企画展「 はじ めの一歩から  ひろがるデザイン展 - 

グッ ド デザイ ン賞202 4フ ォ ーカス・ イ シュ ー -」
JDP

3/31以降 

4 ,8 8 3  

5 /1 9 -6 /2 1 第114回企画展「 ゼミ 展202 5  デザインの学び方を知る」 東京ミ ッ ド タ ウン・ デザイ ンハブ 4 ,7 8 3

6 /2 7 -8 /7
第115回企画展「 日本のグラ フィ ッ ク デザイ ン2 025」   

日本グラ フィ ッ ク デザイ ン協会 12 ,5 3 6

7 /2 6 -8 /1 0
東京ミ ッ ド タ ウン・ デザイ ンハブ・ キッ ズ・ ワーク ショ ッ プ

2025
東京ミ ッ ド タ ウン・ デザイ ンハブ 322

9/5-9 /2 8
特別展「 Tokyo Illustrators Society Presents Illustration 

W orks 1 7 9人のイ ラスト レータ ーによるベスト ワーク 展」

一般社団法人東京イラスト レータ ー

ズ・ ソ サエティ （ TIS）
2 ,2 0 1

1 0 /3 -1 0 /2 6 第116回企画展「 JAGDA Exhib ition 2 0 2 5 」 日本グラ フィ ッ ク デザイ ン協会 4 ,8 1 0

1 1 /1 -5 2 0 2 5年度グッ ド デザイ ン賞受賞展 JDP 8 ,6 5 7

1 2 /1 -1 /5
第117回企画展 「 植える W ELL-BEING : Our too ls &  

m ethods fo r well-being 」
多摩美術大学 TUB 4 ,5 1 7

1 /1 9 -1 /3 0
特別展「 フィ リ ピンのコ コ ナッ ツ： 生命の樹、 イノ ベーショ

ンの種」
フィ リ ピン共和国大使館 貿易投資部 2 ,2 5 1

2 /1 6 -3 /1 6

第118回企画展「 公民館と Desig nは、 なにを夢みたの

か？～雑談がう まれる場所と 、 そのためのDesig nをめぐ っ

て～」

JDP 6 ,5 9 9

実施日 名称 実施主体

7月26日

27日
夏休み！親子de わく わく ワーク ショ ッ プ「 あっ たら いいな、 こ んな店」

JCD 一般社団法人日本商環境デザイ ン協

会

7月30日 根っ こ ワールド ―きみだけの植物をかたちにし てみよう 多摩美術大学生涯学習センタ ー

7月31日 オリ ジナルネイルをデザイ ンし よう 　 Meet-up Canon Design for Kids キヤノ ン株式会社 総合デザイ ンセンタ ー

7月31

日、 8月1

日

「 リ ミ ッ ク ス」 ラ ボ ～ 絵×音 かいて、 きこう
パナソ ニッ ク 株式会社 デザイン本部 

FUTURE LIFE FACTORY

8月1日
キャ ラ ク タ ーにいのちを吹き込め！～イ ンタ ラ ク ショ ンデザイ ンをプチ体

験～
株式会社ホロンク リ エイ ト

8月2日 夏だ！竹う ちわを作ろう ！
株式会社オープンハウス＋ 一般社団法人

Spedagi Japan

8月2日 親子で未来の公園の遊具をデザイ ンし よう 加倉井美香、 山下亮 (株式会社Visualise)

8月3日 端切れのぬいぐるみづく り and sewing

8月3日
紙なの？皮なの？新素材「 鹿皮紙」 を使っ て鹿子太鼓を作り 、 世界で一つ

だけの音を届けるワーク ショ ッ プ

鹿皮紙プロジェ ク ト ×shujiworks手縫い

革教室

8月5日
ワク ワク 作っ てPOSCAでお絵かき！ダンボールのぼう し づく り ＆図工船

であそぼう ！

三菱鉛筆株式会社＋アト リ エヤマダ株式

会社

8月5日
型に流し て！つっ ついて！　 オリ ジナル石鹸＋ソ ープディ ッ シュ を作ろ

う ！

昭和女子大学環境デザイ ン学科三星安澄

研究室

8月6日
錫（ すず） リ ボンに刻印してネームタ グ（ チャ ーム） をつく ろう 【 親子企

画】

諸岡宜永（ 協賛： 佐々木半田工業株式会

社）

8月8日 空間デザイ ンっ てなに？暑い夏でも 涼し い気分になれる場所をつく ろう ！ 一般社団法人日本空間デザイ ン協会
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③東京ミ ッ ド タ ウン・ デザイ ン部 

東京ミ ッ ド タ ウン ・ デザイ ン 部は東京ミ ッ ド タ ウンと の共催によ る活動で、 当会は企画・ 運営と 事務局を担っ ている 。

2 0 1 7 年から 始まっ た本活動は、 東京ミ ッ ド タ ウン を はじ めと する 六本木エリ アに仕事や暮ら し の場を 持つ方や来街者

を対象に ①ク リ エイ ティ ブな視点を仕事や生活に活かす ②デザイ ンを切り 口と し たサード プレイ スの提供 を目的と し

たギャ ラ リ ーツ アーやト ーク ・ ワーク ショ ッ プを 開催。 2 0 2 5 年度はギャ ラ リ ーツ アーおよ び対面イベン ト を 1 7 イベン

ト 実施し た。 リ エゾンセンタ ーご利用を除く 参加者の合計は延べ約1 8 3 名。  

2 0 1 9 年より 開室し ている「 リ エゾンセンタ ー・ ラ イ ブラ リ ー」 は、 JDPの蔵書や東京ミ ッ ド タ ウンが所有する書籍を活

用し てワーカ ーや施設来館者に対し て開室し ている 、 無料でデザイ ン 関連書籍に触れる こ と ができ る 不定期のデザイ ン

ラ イ ブラ リ ー。 JDP蔵書やグッ ド デザイ ン 賞審査委員の著書の他、 今年度は各出版社よ り デザイ ン 関連書籍の新刊8 4 冊

を献本いただき ラ イ ブラ リ ーで紹介し た。 年間9 0 日間開室し 、 4 ,6 6 5 名が来室し た。  

新刊のテーマを深掘り する企画と し て実施し ているブッ ク イベント は、 5 件実施、 計2 4 3 名が参加し た。  

2 0 2 5 年度東京ミ ッ ド タ ウン・ デザイ ン部開催イベント （ 全1 7 企画） + ブッ ク イベント （ 5 ）  

8月8日 端材と ネジを使っ たキーホルダー制作
公益社団法人日本インダスト リ アルデザ

イ ン協会

8月9日 から だ動かし て、 遊んで、 つく ろう ！～偶然がつく る世界～
武蔵野美術大学造形学部視覚伝達デザイ

ン学科研究室＋OGチーム

8月9日 越前和紙でつく る立体工作
株式会社杉原商店＋芝浦工業大学デザイ

ン工学科橋田研究室

8月10日 作っ て、 遊べる！ 親子で楽し む電車ワーク ショ ッ プ！！
公益社団法人日本インダスト リ アルデザ

イ ン協会（ JIDA）

8月10日 アート ×虫！ ー真夏の小さ な冒険ー アサコ ラ ♡ キッ ズ♡ アト リ エと ARIC

ギャ ラ リ ー等ツアー

実施日 名称

10/2 「 Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ギャ ラ リ ー・ 間「 新し い建築の当事者たち」 展ギャ ラ リ ーツアー

8/28 多摩美術大学 TUB企画展「 in  編集部： 世界はも っ と 面白く 見える」 ギャ ラ リ ーツアー

12/19
東京ミ ッ ド タ ウン・ デザイ ンハブ 企画展 

「 植える W ELL-BEING : Our too ls &  m ethod s for well-being 」 展ギャ ラ リ ーツアー

26/1/13 Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ギャ ラ リ ー・ 間「 マリ ーナ・ タ バサム・ アーキテク ツ： Peop le Place Po iesis」 展ギャ ラ リ ーツアー

3/27 ミ ッ ド タ ウンの桜と 緑を楽し むツアー2026

折詰め会

4/18 第152回　 みんなが喜ぶ 地域AHAデザイン

5/30 第153回　 CO2は“ゴミ “じ ゃない？資源と して捉え直す未来社会ワーク ショ ッ プ
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夏休み！親子d e わく わく ワーク ショ ッ プ キャ ラ ク タ ーにいのち を 吹き 込め！ 空間デザイ ンっ てなに？



2 . 海外展示会事業 
2 0 2 5 年9 月1 8 日から 2 1 日にかけて、 中国・ 深圳にて開催さ れた「 DESIGN SH EN ZHEN  2 0 2 5 」 において、 GOOD 

DESIGN AW ARD特別展を出展し た。 会場は深圳会展中心（ 福田） で、 グッ ド デザイ ン賞の「 BEST 1 0 0 」 受賞対象1 4

点を紹介し た。 展示面積は約1 2 0 ㎡で、 展示品エリ ア、 年鑑閲覧エリ ア、 イ ンフ ォ メ ーショ ンカ ウンタ ーを設け、 グッ ド

デザイ ン賞の理念と 受賞対象の価値を来場者に伝えた。 会期中、 グッ ド デザイ ン賞展示エリ アには推計3 万人超が来場し

た。 来場者は中国国内外のデザイ ン 事務所、 製造企業、 メ ディ ア、 大学関係者、 学生、 一般消費者など幅広く 、 日本の

デザイ ン に対する 関心と 理解を深めた。 また小型食器洗い機やおろ し 金など、 生活文化や機能性を背景にし た展示品に

は特に反響があり 、 SN Sや専門メ ディ アでの発信にも つながっ た。 深圳での継続的な出展を 通じ て 、 中国におけるグッ

ド デザイ ン賞の認知向上と 、 日中デザイ ン交流の基盤形成に資する機会と なっ た。  

DESIGN SHENZHEN  2 0 2 5 の様子 

6/18 第154回　 わたし の選択、 あの人の迷い。 ちょ っ と 立ち止まってミ ド ルエイジの先を考える会

7/18 第155回　 “忘れら れない“映画。 だら 見卒業のための映画を見る楽し さ を再発見する会

8/29 第156回　 コ ロ動かせ！環境と 習慣をハッ ク し て心の夏バテを乗り 越えるアイ デアを持ち寄る会

9/29 第157回　 感情×AI、 AIネイティ ブ時代のわたし の未来への向き合い方について語る会 

10/28 第158回　 無限コ ンテンツ時代をどう 生きるか

11/11 第159回　 気づきと は何か？感性を洗い出す

12/9 第160回　 振り 返り ・ 積読本をく ずす会

1/14 第161回　 美味し いと は何か？味覚を俯瞰する

2/6 第162回　 毎日の最高の朝の香り をデザイ ンする

3/16 第163回　 少子化を「 好き勝手」 語る会～世界・ 社会・ 個人を行き来し ながら 、 医療の現場の方と 考えてみる～

リ エゾンセンタ ーラ イブラ リ ーのブッ ク イベント

8/18 井上岳一 × 緒方壽人「 テクノ ロジーと コ ンヴィ ヴィ アルに生きる方法 ～デザイ ンと ク リ エイ ティ ブの現在地～ 」

11/17  
「 ら し さ 」 の正体を探し て  建築と グラ フ̶ ィ ッ ク が出会う 思考の現場（ 木住野彰悟 × 芦沢啓治）

12/17 ディ テール2 46号　 サーキュラ ーデザイ ン特集 刊行記念イベント 「 サーキュラ ーデザイ ンの実践」

1/13
書籍『 コ モンズの再発明』 発刊記念ト ーク  丑田俊輔（ シェ アビレッ ジ株式会社） × 井上岳一（ 日本総合研究所） 「 み

んなでつく るコ ンヴィ ヴィ アルな未来」

2/3
『 自然資本と デザイン』 出版記念ト ーク 「 自然資本を生かすデザイ ンの方法論 ～自然と 人間のコ ンヴィ ヴィ アルを目指

し て～」
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「 新し い建築の当事者たち 」 展ギャ ラ リ ーツアー ミ ッ ド タ ウンの桜と 緑を楽し むツアー ブッ ク イベント ： 「 サーキュラ ーデザイ ンの実践」



 

収益事業１  
（ 商標権（ Gマーク ） の使用促進に関する 事業）  

1 . Gマーク 使用促進施策の実施 
Gマーク 使用に関するオン ラ イ ンセミ ナーを 実施し 、 YouTub eで配信。 Gマーク の申込方法や

使用方法について説明すると と も に、 受賞企業にも 登壇し ても ら い、 どのよう にGマーク を活

用し ているのかについて、 具体的な事例を紹介し ながら 、 その魅力や可能性を紹介し た。  

また、 Gマーク 使用を 促進する わかり やすい活用方法のパン フ レ ッ ト を 新規作成し 、 Gマーク

使用例、 使用の効果、 使用者の声などをまと めると と も に、 申込への導線と なるコ ンテンツと

し て整備し た。  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

2 . GOOD DESIGN STORE支援事業 
グッ ド デザイ ン賞受賞商品の販売を通じ た広報活動と し て野原グループ株

式会社の経営による「 GOOD DESIGN STORE TOKYO b y NOHARA」

と 連携し 、 同スト アを通し て受賞商品販売を通じ たグッ ド デザイ ン賞のプ

ロモーショ ン を行なっ ている。 丸の内の常設店舗では売上の4 割を訪日外

国人が牽引する 。 東京以外でのPo p -u p 出店も 積極的に推進し ており 、

Pop-up 用のプロモーショ ンツールの開発を行っ た。  

常設：  

GOOD DESIGN STORE TOKYO b y NOHARA （ KITTE 丸の内）  

Pop-Up ：  

さ く ら の百貨店（ 北上店） 4 月～6 月 

小倉井筒屋　 1 0 月 

鶴屋百貨店（ 熊本） 1 2 月 

GOOD DESIGN EXHIBITION2 0 2 4 （ 東京ミ ッ ド タ ウン） 1 1 月 

福岡天神地下街 3 月～4 月 

事-P.2 3

Gマーク 使用促進パンフ レ ッ ト

福岡天神地下街 Pop -Up



収益事業２  
（ 受託に関する 事業）  

　

東京ビジネスデザイ ンアワード  
東京ビジネスデザイ ンアワード （ TBDA） は、 東京都内中小企業が有する製造加

工技術や素材などを「 テーマ」 と し て募集し て、 それら を軸と する新たなビジネ

スプラ ン やブラ ン ディ ングの提案を全国のデザイナーから 募り 、 双方のマッ チン

グにより 各社の新規事業を実現するコ ンペティ ショ ンである。 当会は主催の東京

都と と も に2 0 1 1 年度から 本事業の企画運営を担っ ている。  

2 0 2 5 年度は1 1 社よ り 応募があり 、 審査の結果8 件のテーマを 選出し て、 全国の

デザイナーに対し て新規用途開発を軸と し たデザイ ン 提案を募集、 1 2 7 件の提案

が寄せら れた。 その中から 企業と のマッ チン グを 通じ た事業化が見込まれる 提

案8 件を「 テーマ賞」 と し て選出（ う ち最優秀賞1 件・ 優秀賞2 件を選出） し 、 製

品開発・ 知財戦略・ デザイ ン契約、 広報計画、 販路開拓などに関する支援を実施

し ている 。 なお、 2 0 2 5 年度よ り 産業財産権・ 契約に要する 取得費用の助成と 、

支援継続期間の三か年への延長により 、 事業化のさ ら なる促進が期待さ れる。  

  

最優秀賞（ 1 件）  

提案： 「 体験をコ レク ショ ンする」 サービスの開発と ブラ ンド 展開 

提案者： 榎本清孝、 山田奈津子 

企業テーマ： 個別化さ れた情報を正確安全に届けら れる、 印字と フ ィ ルム圧着書

面 

企業名： 昭和印刷株式会社 

  

優秀賞（ 2 件）  

提案： 生分解性樹脂と 精密金型技術を活用し た人を自然へ導く ギアの提案  

提案者： 三谷悠人、 鍋田知希  

企業テーマ： 精密金型メ ーカ ーが誇る高精度なバイ オプラ スチッ ク 射出成形技術  

企業名： 日進精機株式会社  

  

提案： 加工精度を軸と し た新たな事業モデルの提案  

提案者： 平野北斗、 柳沢駿、 明里圭修 

企業テーマ： デジタ ルの精度と 手仕事の技量が共存する加工・ 生産体制 

企業名： 株式会社サルト ル 

  

審査委員 

秋山かおり （ プロダク ト デザイナー） 審査委員長 

谷口靖太郎（ デザイ ンエンジニア / ディ レク タ ー）  

日高一樹（ 特定訴訟代理人・ 弁理士 / デザイ ンスト ラ テジスト ）  

坊垣佳奈（ 株式会社マク アケ共同創業者 / 顧問）  

宮崎晃吉（ 建築家）  

八木 彩（ アート ディ レク タ ー / ク リ エイ ティ ブディ レク タ ー）  

柳沼周子（ バイヤー）  
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「 体験をコ レク ショ ンする」 サービスの開発と ブラ ンド 展開

生分解性樹脂と 精密金型技術を活用し た人を自然へ導く ギアの提案

加工精度を軸と し た新たな事業モデルの提案



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



2025（令和 7）年度事業報告（総務・管理関係業務） 

１．会務の実施（役員会等の開催）について 

（１）評議員会

回 日時・場所 議題等 

第 37 回 2025 年 6 月 20 日（金） 

15：30-17：00 

対面及び WEB 併用会議 

主会場：インターナショナル・

デザイン・リエゾンセンター 

議題 

・2024（令和 6）年度決算報告書（案）について

・理事改選（案）について

報告事項 

・2024（令和 6）年度事業報告書について

・今年度のグッドデザイン賞事業現況報告について

その他 

第 38 回 2026 年 3 月 23 日（月） 

15：30-17：00 

対面及び WEB 併用会議 

主会場： 

インターナショナル・デザイン・

リエゾンセンター

議題 

・2026（令和 8）年度事業計画書（案）について

・2026（令和 8）年度収支予算書（案）について

・規程改正（案）について

デザイン研究・デザイン振興助成事業規程 

報告事項 

・2026 年度グッドデザイン賞審査委員委嘱、グッドデザイ

ン・ロングライフデザイン賞審査委員委嘱並びにグッドデ

ザイン・ニューホープ賞審査委員委嘱について

その他 

（２）理事会

回 日時・場所 議題等 

第 53 回 2025 年 6 月 5 日（木） 
15：30-17：20 
対面及び WEB 併用会議 
主会場： 
インターナショナル・デザイン・
リエゾンセンター

議題 
・2024（令和 6）年度事業報告書（案）について
・2024（令和 6）年度決算報告書（案）について
・評議員会の招集（案）について

報告事項 
・2025 年度のグッドデザイン賞事業の現況について
・グッドデザイン賞認知率調査結果について
・理事改選について
・常勤役員の兼業状況について

その他 
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回 日時・場所 議題等 

第 54 回 
（臨時） 

2025 年 6 月 20 日(金） 
17：15-17：40 
対面及び WEB 併用会議 
主会場： 
東京ミッドタウン カンファレン
ス ルーム 3 

議題 
・代表理事及び業務執行理事の選定（案）について 
・グッドデザイン・フェロー称号の贈呈候補者（案）について 

 
その他 

第 55 回 2025 年 12 月 11 日(木） 
16：30-18：00 
対面及び WEB 併用会議 
主会場： 
インターナショナル・デザイン・
リエゾンセンター 

議題 
・2025 年度事業進捗状況について 
・次期グッドデザイン賞審査委員長及び副委員長（案） 
について 

・規程改正（案）について 
（1）職員の再雇用制度に関する規程 
（2）育児・介護休業規程 

 
報告事項 

・税務調査（源泉所得税）について 
・「ＷＤＯ等を巡る国際的なデザインの動き」について 
・ＪＤＰ国際情報アドバイザー 太刀川 英輔 氏 
 

その他 

第 56 回 2026 年 3 月 5 日(木） 
15：30-17：00 
対面及び WEB 併用会議 
主会場： 
インターナショナル・デザイン・
リエゾンセンター 

議題 
・2026（令和 8）年度事業計画書（案）について 

2026（令和 8）年度グッドデザイン・ロングライフデザイン
賞開催要綱（案）を含む 

・2026 年度グッドデザイン賞審査委員委嘱（案）、グッドデ
ザイン・ロングライフデザイン賞審査委員委嘱（案）並びに
グッドデザイン・ニューホープ賞審査委員委嘱（案）につい
て 

・2026（令和 8）年度収支予算書（案）について 
・規程改正（案）について 

デザイン研究・デザイン振興助成事業規程 
・評議員会の招集（案）について 

 
その他 

 

（３）会計監査等 

①監事監査：2025 年 6 月 2 日（月） 

目的： 2024（令和 6）年度事業報告書（案）、2024（令和 6）年度決算報告書（案） 

 

②監査法人監査：EY 新日本有限責任監査法人会計監査 

（期末監査） 

2025 年 5 月 10 日（土）、16 日（金）、22 日（木）、23 日（金）、26 日（月）、27 日（火） 

当会会議室 

目的：2024（令和 6）年度決算処理 

 

   ③監査法人監査：太陽有限責任監査法人会計監査 

（期中監査） 

2026 年 2 月 12 日（木）、13 日（金）、3 月 11 日（水）、4 月 1 日(水)  

当会会議室 

目的： 2025（令和 7）年度会計処理 
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２．賛助会員の現状について 

2025 年度末の賛助会員及び情報会員数は 169。（会費は広く公益事業に役立てている。） 

近年は、会員企業等の経費削減や組織改編により会員数が漸減傾向にあり、2025 年度は 5 団体より退

会届が提出されたが、4 団体より新規加入の申し込みがあった。 

 

 

３．後援、協賛事業について 

2025 年度に当会が後援並びに協賛、協力の名義を提供した外部企画は、37 団体延べ 44 件に協力し

ている。 

 

（１）供与先内訳 

自治体及び 
その関連機関 

デザイン専門団体 業界団体 民間企業 教育機関 海外機関 任意団体 賛助会員 

12 6 7 7 1 4 2 5 

 

（２）事業内訳 

 

 

４．グッドデザイン・フェローについて 

 

第 54 回理事会の議決により、下記 2 名に称号を贈呈（敬称略） 

  小川理子、 村田智明 

 

 

５．業務管理・調整について（規程、内規、業務調整等の実施） 
 

（１）各種規程・内規等の新設及び改正 

 

年月日 規程等 実施事項 概要 

2025 年 12 月 11 日 

 

職員の再雇用制度に関する規

程 

育児・介護休業規程 

改 正 再雇用対象者の基準を削除 

改 正 柔軟な働き方を実現するための

措置を新規追加 

2026 年 3 月 23 日 

 

グッドデザイン・ロングライフデザ

イン賞開催要綱 

改 正 受賞の取り消しの対象を修正 

デザイン研究・デザイン振興助

成事業規程 

改 正 申請者の募集及び資格を拡大 

 

 

デザイン展 見本市 デザインコンペ セミナー・ワークショップ等 会議 その他 

11 5 11 13 4 0 

総-P.3



 

 

（２）各種業務調整 

  

2023 年 10 月、今後の事業を展開するに当たって目指すべき方向性を示すパーパス（デザインを、一人

ひとりの力に。）を策定するとともに、2030 年までに実行する事業方針として 

・DESIGN PLAYGROUND 

・DESIGN INSTITUTE 

・DESIGN from JAPAN 

という３つを打ち出し、具体的なアクションプランを定めた。 

 

これまで半年ごとに、役職員が参加するワークショップを行い、職員への浸透を図ってきた。 

2025 年度は、テーマを設け、ディスカッションした。 

 

開催日： 2025 年 7 月 9 日（水） 

テーマ： デザインへの関心の向上を考える 

目 的： 「デザイン関心を高める」というテーマについて考え、対策を検討する 

内 容： 2025 年度認知度調査の結果を分析し、デザインへの関心を高める方法を検討 

結 果： グループごとに案を作成した 

 

開催日： 2025 年 12 月 17 日（水） 

テーマ： グッドデザイン賞 70 周年を考える 

目 的： 70 周年を迎えるにあたり、個人としてできることとチームとしてできることを検討する 

内 容： 期間中に「すぐできること、チャレンジングなこと、協力者がいればできること」の 3 パターンについて、

「社内・社外・その他」の環境別に何ができるか案を出し、その内容についてグループで話し合った 

結 果： 個人で実施する案を作成した 

 

 

  （役員研修、職員研修） 

2025 年度は、下記の職員研修を実施した。役員の研修は実施なし。 

 

日 時： 2026 年 1 月 15 日（木）10:00-11:00 

内 容： 取引適正化法、受託中小企業振興法 説明会 

１．取引適正化法（40 分） 

  公正取引委員会 事務総局 経済取引局 取引部 企業取引課 

  課長補佐（指導担当） 石井 悟 氏 

 

２．受託中小企業振興法（15 分） 

  中小企業庁 事業環境部 取引課 

  課長補佐（法令担当） 高橋 諄 氏                         

 

 

（特許庁との人事交流） 

   官民交流を活用し、特許庁意匠審査官 1 名（2025 年度から 2 年間）の交流受入れを実施。 

 

 

（役職員の健康への取組み） 

2025 年 10 月より、産業医による健康に関する講話を聴く機会を設け、その季節に応じたテーマで健康

への意識付けを行った。 

 

開催日： 2025 年 10 月 27 日（月） 

テーマ： インフルエンザ～予防と対応～ 

 

開催日： 2025 年 12 月 8 日（月） 
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テーマ： ビジネスパーソンの飲酒習慣、冬場の感染症について 

 

開催日： 2026 年 2 月 16 日（月） 

テーマ： 花粉症対策について 

 

開催日： 2026 年 3 月 26 日（木） 

テーマ： 眼の健康（ドライアイ） 

 

 
６．行政当局等による監査、立入検査等について 

 

 麻布税務署による税務調査 

 （１）実施概要 

①調査日時：2025年8月27日（水）及び28日（木）2日間 

②調査場所：公益財団法人日本デザイン振興会本部 

③調査官：法人課税第４部門上席国税調査官他 

④調査対象：2021年度～2024年度までの４年間分 

 

 （２）調査後の指摘事項 

   ①退職者への記念品現金支給分は、退職所得として追加課税。 

②グッドデザイン賞海外審査員（タイ審査員）は、租税条約上、源泉所得課税対象のため、追加課税。（税務

調査実施後翌週の指摘事項） 

 

 （３）当会の対応 

   ①追加徴税は納税。 

②退職者への記念品は現金支給を行わないよう運用を徹底するとともに、タイ審査員の謝金のみ源泉徴収

税を徴収。 

③税務調査の結果及び当会の対応を2025年12月11日理事会へ報告。 

 

 

７．資産管理の現状 

 

（１）保有資産 

今年度は、新規購入債券が1本、入替による売却が4本・購入が2本。評価額は、前年度末に対して、基

本財産・特定資産・投資有価証券ともに減少した。運用利息は、前年度に対し増加した。 

 

（２）基本財産・特定資産の構成割合と評価額・運用利息 

 

  資産割合  評価額（円） 利息（円） 

 預金 仕組債 国債・地方

債・社債等 

(3.31.現在) (年間) 

2021 年度 3.3% 5.9% 90.8% 1,492,527,410 21,438,589 

2022 年度 3.5% 6.0% 90.5% 1,408,956,150 20,904,977 

2023 年度 11.0% 5.9% 83.1% 1,350,793,170 20,271,643 

2024 年度 8.2% 19.4% 72.4% 1,256,706,600 26,327,931 

2025 年度 9.0% 43.0% 48.0% 1,134,426,160 40,715,014 
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８．国内外におけるＧマーク関連商標登録の現状 

 

商品分野における「G マーク」商標登録に加え、国外の役務分野における「G マーク」商標登録に向けた方針を

継続した。 

 

（１）国内 

2025 年度に更新を迎える国内登録商標は無かった。 

（２）海外 

①台湾「G マーク」商標（登録番号：第 017229851 号）の登録期間満了を迎えたため、10 年間の登録更新手

続きを行った。 

②タイ「GOOD DESIGN STORE」商標（登録番号：第 171111387 号）の登録期間満了を迎えたため、10 年間

の登録更新手続きを行った。 

③2020 年 10 月に海外 10 か国・地域において申請していた、第 35 類及び第 42 類における「G マークとロゴ

GOOD DESIGN」の商標出願は、現在もタイにおいて審査継続中。アメリカでは 42 類のみ登録されたため、出

願商標の構成要素を増やし、「Ｇマークとロゴ GOOD DESIGN AWARD」を 35 類の登録に向けて出願した。過

去の状況は、2021 年 9 月にトルコ、ドイツ、シンガポール、香港、台湾において登録、2022 年 3 月にインド

登録断念、2022 年 8 月にインドネシア、2022 年 10 月に韓国にて登録済み。 

④2014 年 7 月にインドへ申請していた「G マーク」証明商標（26 区分に対して申請）に対し、2023 年度中に再

審査のための第二次審査報告書への回答を提出したが、2025 年度内に動きはなく、現在も審査継続中。 

 

 

９．業務効率化、ＤＸの推進 

 

2023 年度に策定した IT 中期計画(2023 年〜2025 年の 3 か年計画)に沿って、業務効率向上、コンプライア

ンス向上、セキュリティ強化、IT インフラ安定化、IT-BCP 対応等を着実に実施し、計画した施策の殆どを完了し

た。  

 このため 3 か年の IT 中期計画の策定は一旦やめ、2025 年度以降は、IT 中期計画で整備した環境をベース

に、必要な施策を実行するとともに、IT 監査、規程見直し等、IT マネジメント関連の強化を進めることとしている。 

2025 年度は、既存の IT インフラをベースに、社内ネットワークへのアクセス認証強化、標的型メールの訓練、 

法人契約の安全性の高い AI サービス導入等の施策を実施した。 

しかし、セキュリティ診断および IT 自己監査の試行を延期したため、2026 年度に施行を完了したいと考える。 
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【2025 年度 活動実績】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月

資料整理、マニュアル整備、後任探索、委託可能パートナー探索等

電話応答業務安定運用定着化(2次審査会時対応確認)

IT資産管理運用確⽴(SKYSEA活用)

教育・訓練(セキュリティ、BCP等)

ノーコード・ローコードツール導入検討

利便性、効率性、安全性維持・向上(サイバーリスク対応環境、IT資産管理環境維持)

IT自己監査準備(未実施)IT関連規程類再⾒直し

ワークフロー追加検討(報酬支払先登録等)
業務改善

Box IPアドレス制限拡大 検討 Box IPアドレス制限拡大 設定・適用(影響大のため保留)

社内LAN SSID更新(Bayern̲2→ginga) MACアドレス制限 設定・適用

IT関連規程 再⾒直し(２規程⾒直し)

セキュリティ
強化

ガバナンス・
コンプライ
アンス

セキュリティ診断計画・実施(2026年度に延期) 診断結果に対する施策検討(2026年度に延期)

法人契約AIの導入
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